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日本女医会会長に選出されて
Do for others の精神で！

小田泰子

このたびの選挙は、昨年の総会で改定された規約

に基づいての役員選出でしたので、会長・副会長は

じめ多くの役員が交代しました。新役員の顔ぶれを

見て、この布陣で会務を滞りなく進められるかを危

ぶまれる方もおいでかとは存じますが、役員一同、

心を一つにして会務を執行する所存でございます。

幸い、今年は大きな行事は予定されておりません

ので、足元を固める年と考え、会則などの整備をし

て参りたいと考えております。

また、独立行政法人福祉医療機構から助成を受け

ております子育て支援事業、たんの吸引事業等につ

きましては、経験豊富な役員と会員を担当に配しま

して動き始めております。新たな事業につきまして

も理事会で検討をはじめました。

今、多くの女性医師が女性特有の問題―子育て、

勤務の身分、復職などで悩んでいます。また、女性

問題は老人問題でもあります。この問題解決に全国

の女性医師がまとまって、たち向うことができれば、

よりよく、より早く道が開かれると考えます。高等

教育を受けた専門職である医師は社会資本でありま

す。これを効率的に利用するシステムの構築がなさ

れなければなりません。女医バンクを初めとして、

日本医師会が進めています男女共同参画事業に女医

会として協力していきたいと考えております。

「今更、どうして女医会か」、「入会してメリット

があるか」という声を聞きます。しかし、女性医師

への道を拓いた荻野吟子先生、その道を広く平らな
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ものにした吉岡弥生先生等諸先輩のおかげで、現在

のわれわれ女性医師があるのです。女医会が何をし

てくれるかではなくて、女医会、そしてさらに後に

続く女性医師のために、私どもに何ができるかを問

うて参りたいと考えています。先輩への感謝を示す

第一歩は女医会入会、その根本は各支部の活性化に

尽きると考えます。“Do for others”の精神を訴え

て参る所存です。

任期中にできる限り多くの会員にお目にかかり、

対話をして参りたいと考えています。各地で会を開

かれます折には、ぜひ、お声をかけて下さいますよ

うにお願い申し上げます。

副会長に就任して
若い会員のお力を

鹿田儀子

このたび、第 51 回総会において、副会長に選ばれ、

小田新会長のもと理事の皆様と連携を密にして運営

に携わる所存です。

現在、日本女医会には沢山の問題が山積みしてい

ると思います。

女医会の目的である女医相互の研鑽、親睦、福祉

の増進、地域医療の充実、国際交流と親睦などを良

く理解し、活動しなければなりません。

公益法人の活動の一つとして、独立行政法人福祉

医療機構の助成を受け、13 年度から「十代の性と

健康指導者養成講座」の実施に始まり、本年度から

は「21 世紀のこどものための小児救急医療の整備

と提言」と「たんの吸引を安全に実施するための教

育講習事業」を展開することになりました。会員の

皆様のご協力なくしてはこの事業を成功させること

はできません。

女医としてその使命を十分に発揮するだけでな

く、女性としても充実した人生を送るには多くの困

難があります。そこで、女医会が環境整備の支援活

動を進め、女医や他の働く女性が今より少しでも仕

事に子育てに、精一杯力を注ぐことができれば嬉し

いことではないでしょうか。

どうか、多くの会員の皆様、特に若い会員の皆様

の力を貸してください。微力ですがその一端を担っ

て行くことができるよう努力致します。

会員の皆様の一層のご支援ご指導をお願い致します。

副会長に就任して
素敵なチームづくりを

角田由美子

第 51 回総会において副会長に選出され、身に余

る光栄に存じます。

●新役員各部担当●

会長 副会長 理事

小田  泰子

鹿田  儀子

庶　

務

大塚　貞子
古賀　詔子
澁谷きよみ

学　

術

内潟　安子
西嶋　攝子
山本　纊子

角田由美子

会　

計

高原　照美
濱田　啓子
森川由紀子

広　

報

大坪　公子
対馬ルリ子
山崎　康子
吉馴　茂子

山﨑  トヨ

事　

業

坂本　雅子
田中　優子
津田　喬子
村田　　郁

渉　

外

荒木　葉子
塚田　篤子
藤川眞理子
山本　蒔子

監　　事
川田喜代子
松井ひろみ

ナショナルコーディネーター 内潟　安子

小田泰子 鹿田儀子 角田由美子 山﨑トヨ 荒木葉子 内潟安子 大塚貞子

大坪公子

川田喜代子

古賀詔子 坂本雅子 澁谷きよみ 高原照美 田中優子 塚田篤子

対馬ルリ子 津田喬子 西嶋攝子 濱田啓子 藤川眞理子

松井ひろみ

村田　郁 森川由紀子

山崎康子 山本纊子 山本蒔子 吉馴茂子
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日本女医会は、４年前に創立 100 周年を迎え立派

な記念式典を挙行いたしました。このことは皆様の

ご記憶に新しいことと思いますが、100 年余の間多

くの先輩女性医師達が守り育てていらっしゃいまし

たこの日本女医会を、どのようにして飛躍発展させ、

また次の世代に伝えて行くのかと、責任の重大さに

身の引き締まる思いを致しております。

今期の役員は、定年制を敷き任期を規定した後に

初めて選出されたメンバーです。会長をはじめ多く

の新しい理事を迎え、若返りの中で一同張り切って

います。そのメンバーの出身校は 15 校に亘り、学

閥は全くありません。

年々悪化の一途をたどる医療情勢の中で、その昔

先輩女性医師達の創立理念がそうであった様に、

我々女性医師は日本女医会を心の拠り所として、女

性のパワーを発揮したいと願っています。それには

多くの会員の力が必要です。

日本女医会に各世代の先生方が集いお互いを尊敬

しあうことで、素敵なチームづくりが出来ることで

しょう。日本女医会のことをまだご存じない先生方

には是非お知らせしてお誘い下さい。日本女医会の

会員であることはすなわち国際女医会の会員でもあ

ります。

2007 年からは前理事の平敷敦子先生が国際女医

会の会長を勤められます。先輩に続いて是非国際舞

台でもご活躍下さい。 

日本女医会のメリットは個々人によって異なると

思います。会誌、ホームページ、様々な通知などで

お知らせしますのでご自分で見つけて下さい。今ま

での事業に加えて、今期からまた二つのプロジェク

トがスタートします。会員の先生方は日本女医会の

様々な活動に加わり日本女医会を足場として益々ご

活躍なさいますことを期待しています。

先生方のご活躍の手助けが出来ますように、新会

長のもと出来るだけの努力をいたします。どうかよ

ろしくご支援下さいませ。

副会長に就任して
先人女医の苦労を忘れずに

山﨑トヨ

第 51 回総会において、思いもかけず副会長に選

出され、戸惑いと責任の重大さを痛感しております。

新理事で渉外部、二期目は事業部を担当させていた

だきました。不安と感謝の気持ちで一杯です。この

感謝の気持ちを忘れずに、小田新会長の強い指導力

のもと、会の発展のため微力ですが私に出来ること

に誠心誠意努力いたす所存です。

「日本女医会創立百周年」「第 26 回国際女医会議」

の大事業が無事に終わった今、日本女医会はもう一

度原点を見つめ直し、全国３万８千人余の女医の拠

りどころとなれるよう研鑽努力することが望まれま

す。

男女共同参画社会が叫ばれて久しくなりますが、

女医の立場はまだまだ厳しい昨今です。「今の時代、

女医と男医の別はない」との考えも一理あります。

女医会の存在を知らない女医もいます。しかし、あ

の明治の時代に先人女医は大変な御苦労をされて、

女医の道を切り開きそのことが今日の女医の存在に

つながっていることを私達は忘れてはいけないと思

います。

一方、若い女医が持てる能力を十二分に発揮して

活動できる社会の実現のために今、女医会に求めら

れている現実をしっかり受け止め力を合わせて地道

に活動していくことも女医会の責務と思います。そ

して女医の数が年々増えているのに会員数は減少し

続けているのは大変つらく憂慮すべき事態です。公

益法人としての役割を持つ「社団法人日本女医会」

の伝統を守り発展させるために一番大切なのは会員

の数と力です。会員の増強につきまして会員の皆様

のご協力を切にお願い申し上げます。今後ともご指

導ご鞭撻下さいますよう重ねてお願い申し上げま

す。

監事に再度就任して
プロ集団の叡智を結集するとき

川田喜代子

2 年前に監事に就任し、今回、橋川先生と共に退

任するつもりでいましたところ、規約の不備のため、

思いがけず留任することになりました。

今期から、会長始め多くの理事の先生が交替され

ましたので、古い方に属する者として、また、監事

というお役目を考える時、私自身一緒に楽しくやる

ことは何でも得意ですが、お目付役として時には厳

しい発言もしていかなければならない立場上、大い

に責任を感じております。 

会長を始め役員の皆様のご協力を得て、何とかや

っていきたいと願っておりますので、どうぞ宜しく

お願い致します。
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監事に就任して
プロ集団の叡智を結集するとき

松井ひろみ

このたび監事に御決定頂き大変光栄に思っており

ます。

監査制度が初めて誕生したのは 14 世紀初頭のイ

ギリスだといわれています。産業の発達に伴い多く

の人から資金を集めることによって、経済活動を行

う集団、組織、会社が生まれ、社会的ニーズとして、

チェック機能、監査の必要性が生じてきたからだと

思います。確実なチェック機能がある日本社会でさ

え、国、地方自治体、民間企業等の不適切な財務、

会計処理が日常的に取り上げられ、国民の心の安定

を欠く事件、事故も多発している昨今です。その上、

拡大する所得格差が幸福感をそぎ、健康をむしばみ、

心にストレス状態をつくるという結果が出ていま

す。まさに「医療・福祉の充実こそ最高の富・健康・

幸福感を創造する」ことになります。このことを踏

まえ、プロ集団である女医会こそが、叡智を結集し、

この課題に取り組むべき時であると思います。

ここ数年、独立行政法人福祉医療機構の「子育て

支援基金」の助成を受け、「女性医師による 10 代の

性と健康支援事業」、「働く女性のための育児環境整

備支援事業」を行い、本年も「子育て支援基金」か

らの助成で「21 世紀の子どものために小児救急医

療の整備と提言事業」及び「長寿社会福祉基金」か

らの助成で「介護する人達のたんの吸引実施教育」

を行う等、社会活動が全国展開で活発になり、日本

女医会は今非常に注目されて来ております。この現

実を認識し、100 年の歴史と伝統に恥じないように

会費の使途、収支、財務、各事業等、しっかりチェ

ックしたいと思っております。

会計や、監査についての知識や経験は多いわけで

はありませんが、専門性を保ち、偏りのない第三者

的立場を守り、独立性を確保する努力をすべきと考

えております。その結果、全体に虚偽のないことを

明確にし、監事としての意見を表明することで、監

査報告が会員の先生方に信頼して頂けるよう責任を

果たす決意でおりますので今後とも御指導、御協力

をお願い申し上げます。

庶務部
古賀詔子

庶務部は、前期でご一緒しました鹿田儀子副会長

と澁谷きよみ理事に、今期から新理事の大塚貞子先

生をお迎えしてスタートしました。

毎月の理事会、毎年の定時総会・定時評議員会が

スムーズに開催、進行されるために、庶務部では事

務局と連絡をとり、議題の決定・会員動静の把握や

資料の取りまとめを行います。また、各地で開催予

定のブロック別懇談会には力を入れております。一

昨年の第 8回ブロック別懇談会は京都支部の、昨年

の第 9回は群馬支部のお力をお借りして開催し、理

事たちが、支部会員や近隣女性医師たちの声を直接

伺う機会に恵まれました。日本女医会の活性化のた

め、会の積極的なアピールや会員増強の工夫がまだ

まだ必要であると思います。そのためにも本年度の

ブロック別懇談会は、さらに魅力のある会になるよ

う努力致します。

昨年度は庶務部が中心となり、「吉岡弥生賞」お

よび「荻野吟子賞」の選考規定の見直しを行い、新

たな選考規定を作成しました。本年度は、本会規約

改正が大きな仕事となることと思います。

平成18年5月20日の役員改選時の総会において、

同じ宮城支部の大先輩でいらっしゃる小田泰子先生

が、会長に選出されました。6月からの新体制の下、

気持ちを新たに二期目の庶務部を勤めさせて頂こう

と思っております。どうぞ宜しくお願い致します。

会計部
森川由紀子

今回理事に再選され、前期会計担当の濱田理事と

高原新理事とご一緒に、再度会計を担当させていた

だくことになり、責任の重さを感じております。

前期、国際女医会議の開催については会員諸姉よ

各部の抱負

日本女医会誌187号   4 06.8.17   9:18:06 AM



5日本女医会誌・復刊第 187 号　　　　

2006 年 8 月 25 日

り多大なご協力を得、お陰様で無事決済を終えるこ

とができましたこと、厚く御礼申し上げます。

今期は独立行政法人福祉医療機構より助成金を得

て、子育て支援委員会を石原前副会長が、長寿社会

福祉委員会を大坪理事が各々中心となっての活動が

期待されます。

反面、会費を主な財源とする一般会計は相変わら

ず苦しく、皆様のご協力により納付率は上昇しても、

会員数の増加がなく、増収が期待できないのが現状

です。

各部理事の方々のご協力を得て、各種事業により

収入を得ることを念頭に、限られた資金を有効に活

用すべく、会計部一同鋭意努力する所存でおります。

会員皆様には女医会のより良い今後のため、今ま

でにも増してのご支援を頂けますよう宜しくお願い

申し上げます。

学術部
兼ナショナルコーディネーター　内潟安子

このたび理事に再選され、これまで同様学術部担

当となり、光栄に存じます。と同時にその重責に心

引き締まる思いです。

幸い山本纊子理事、西嶋攝子新理事がともに学術
部を担当下さるので、心強い限りです。３人でやっ

ていきますので、会員の皆様のご指導、ご協力のも

と、よろしくお願い致します。

2004 年は橋本葉子会長のもとに国際女医会議が 7

月末から京王プラザにて開催されました。世界各国

から多くの方々に参加いただきましたが、ひときわ

アフリカから多くの参加をいただきました。その甲

斐あってか、次回の国際女医会議は 2007 年 7 月 31

日から 8月 4日までアフリカ・ガーナの首都アクラ

で開催されることに決定しております。すでに、国

際女医会事務局から抄録依頼、抄録作成要項が届い

ております。21 頁にその要項を掲載しております

ので奮って応募をお願い申し上げます。また抄録応

募されましたら是非ナショナルコーディネーター内

潟までメールで結構ですのでご一報いただければ幸

いです。

もちろん参加だけの会員も大歓迎です。実は来年

のガーナでの国際女医会議は日本女医会にとってエ

ポックメーキングな会議となります。2004 年の東

京で開催された本会議で平敷敦子理事が次期国際女

医会長に選出されましたことは皆様の記憶に新しい

ところと存じます。平敷前理事は 2007 年の本会議

で晴れて国際女医会会長となられます。我々日本会

員としても誇り高いことであり、是非多くの会員の

皆様のご参加を募りたいと思います。事務局までご

参加の有無をお知らせいただければ幸いです。

学術研究助成や吉岡弥生賞の授与は従来通り行わ

れます。適当な方がおられましたら奮ってご推薦く

ださるようお願い致します。

また、セミナーやワークショップも定期的に行っ

てまいります。開催された講演会の演題や講師とし

て、ぜひ会員の皆様に聴いて頂きたいものがありま

したらご推薦くださるようお願いいたします。

東京近郊以外の先生方のご参加が困難であること

をなんとか打開しようとしてきましたが、なかなか

よい案がでてきません。地方での開催も模索してお

りますが、実現には至っておりません。各支部での

講演会などの後援という形でも応援したいと思いま

すので事務局の方へご一報下さりたく存じます。

小さなことでも結構です、支部で開催される講演

会、セミナーなど本部でサポートできるものには積

極的にバックアップしていきたいと存じます。

学術部によろしく応援くださいますよう重ねてお

願い申し上げます。

渉外部
山本蒔子

渉外部として、活動に参加している会議は、国連

NGO国内婦人委員会、国際婦人年連絡会議、総理

府男女共同参画局の男女共同参画連携会議、日本医

師会の男女共同参画フォーラム及び厚生労働省の健

やか親子 21 推進会議等があります。

これらは全て男女共同参画社会の実現を目指すた

めの活動として捉えることが出来ます。特に昨年は、

日本女医会が女性医師の働く環境についての要望書

を猪口邦子少子化･男女共同参画担当内閣府特命大

臣に提出しております。この要望の実現についても

その後の経過を監視していかなければなりません。

日本女医会の女性医師の働く環境を整備する事業

をさらに広げ、強化していくためにも、これらの外

部団体や行政と常に連携を持つように、渉外部とし

て活動していきたいと思います。

今年度の新たな事業である、高齢者在宅支援事業

のためには、福祉や医療に関わる団体との新たなネ

ットワークづくりが活動に加わると思われます。渉

外部は山本他、新理事の荒木葉子理事、塚田篤子理

事および藤川眞理子理事が担当します。担当の山﨑

トヨ副会長は渉外部のご経験があります。ベテラン

と新人が力を合わせて、日本女医会に相応しい活動
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をしたいと思いますので、会員の皆様のご支援ご協

力をお願い致します。

事業部
村田　郁

小田泰子新会長の誕生、新副会長、新理事多数を

お迎えし、ひときわ活動的に感じられます。

事業部はベテラン山崎トヨ新副会長指導のもと、

坂本雅子新理事、田中優子新理事、津田喬子新理事、

前期に引き継ぎ村田郁が担当致します。

主な事業として、前期からの事業を主とし、新し

い事業への案も取り入れながら参ります。

１　公開講演会（年 2回）

　①講演会の規約作成

　②各支部長を通して応募

　③開催に当たっての支援

２　荻野吟子賞　地域功労賞

３　地域医療奉仕活動への助成

４　月刊『いきいき』への健康記事の掲載

５　講習会等の事業の実施

６　バザー親睦活動事業

７　災害救急時の行動の体系化

８　新事業の発掘

９　会費納入会員１名につき 200 円を各支部に助成

社会が音を立てて動いております。女性医師の役

割も更に必要とされて来ております。何卒ご協力を

お願い申し上げます。

広報部
大坪公子

広報部は角田由美子副会長の指導のもとで、ベテ

ランの山崎康子理事、新人の対馬ルリ子理事、吉馴

茂子理事、前期より引き継いだ大坪公子が担当する

ことになりました。４人体制となり前期より１人増

えましたのでみんなで協力し楽しく仕事を進めてい

きます。

広報部の主な仕事は年４回（１月、４月、７月、10

月）『日本女医会誌』を発行することと、日本女医

会のホームページを管理していくことにあります。

『日本女医会誌』は、１）女医会が行うさまざま

な活動を記録し報告すること、２）会のさらなる発

展のために活動の方向性を示し活性化すること、３）

会誌を通じて広く社会に日本女医会の存在をアピー

ルすること、４）会員が楽しめるニュースを載せる

こと、にあると考えます。

日本女医会のホームページは、月１回リニューア

ルし、若い人たちが日本女医会に親しみを持てるよ

うに工夫しています。

会誌に載せたい原稿がありましたらどうぞ本部ま

でお寄せ下さい。皆様に喜ばれる広報活動をしてい

きますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

子育て支援委員会
「21世紀の子どものために小児救急医療
の整備と提言事業」について

　委員長　石原幸子

平成 18 年度、私たちは独立行政法人福祉医療機

構（厚生労働省）に表記演題の助成金の申請を致し

ましたところ、3月末 548 万円の採用許可が下り、

早速 5月 27 日第 1 回の委員会を開き、下記の予定

を作成、8月より活動を開始致します。

幸い理事の中に 6名の小児科専門医がおり、更に

東京女子医科大の東医療センターの小児科医、幼稚

園園長、看護師等の協力も加わり、心強い出発とな

りました。

今後支部の先生方にも何かとお世話になることと

思いますが、宜しくお願い致します。

私たちはこの表題をさらに進めて保育者の教育、

救急医療の実態調査を含め、現在の医療制度への提

言を行いたいと思っております。

１． 委員長：石原幸子  

理　事： 鹿田儀子　村田郁　森川由紀子　山﨑

トヨ　山崎康子

小児科医：伊藤けい子　大谷智子

幼稚園園長：小林ふみ子

看護師：神保直美

２．事業の予定

・アンケートの作成

・ 配布先の検討（保育園、幼稚園、看護学校、消防

庁、役所関係等）

・講師の検討

・ 講演会の開催（ミニ講演会は各保育園等で行う）

・最終小冊子の作成

・報告書の作成
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長寿社会福祉委員会
「たんの吸引を安全に実施するための教育
講習事業」について

　委員長　大坪公子

たんの吸引は医療行為であるとの前提に立ちます

が、家族の負担を早急に軽減すべきとの見地から家

族以外の者がたんの吸引を実施することは、やむを

得ない処置として許容されることになりました。

しかし、たんの吸引がホームヘルパーの業務とし

て位置づけられていないことにより、患者さんの要

望に答えきれないとの現場の悩みがあり、早急にホ

ームヘルパーを含め一般市民にたんの吸引に対する

教育活動を行なう必要があります。たんの吸引は高

齢者の在宅医療を進める上で欠かすことが出来ない

行為です。

〈事業内容〉

Ⅰ．ビデオ、マニュアル本の作成

Ⅱ．講習会の教育内容

　１．医学的教育

　２．関連教育

　３．たんの吸引の実技指導

Ⅲ．講習会実施予定

　１． 東京で２カ所、地方で１カ所、土曜日の午後

１時から５時 30 分まで行う。

　２． 対象者は患者さんの家族、ホームヘルパー、

一般市民、１回約 50 名。

Ⅳ．報告書の作成

以上の事業に対し、独立行政法人福祉医療機構、

平成 18 年度長寿社会福祉基金より、456 万 6 千円

の助成をいただくことが決定しました。平成 19 年

度事業としても申込んでいますので、決定が下り次

第事業を進めます。この事業は全国各地で行わなけ

ればなりません。なお、平成 18 年７月 10 日に第１

回の委員会を開催いたしました。

Ⅴ．委員会のメンバー

委員長、理事：大坪　公子

副会長：角田由美子

監事：松井ひろみ

理事：藤川眞理子

会員：澤口　彰子

会員：中山　年子

都立神経病院　脳神経内科部長：川田　明広

日本介護福祉士会副会長：柴田　範子

特別養護老人ホームプレーゲ本埜施設長：

湯川　智美

新理事に就任して
社会全体の健康度向上に貢献すべきとき

都下東支部　荒木葉子

このたびは、若輩ながら歴史ある女医会の理事に

就任させていただき、大変緊張しながらも、皆様と

お仕事ができることを大変楽しみに思っておりま

す。

日本女医会の存在を知りましたのは、日本医師会

会館で行われた産業医研修会がきっかけでした。同

館の図書館で偶然手にしたのが、『日本女医会のあ

ゆみ』の本でした。日本の女性医師の基礎を築かれ

た先生方の記録を拝見し、大変感激いたしました。

当時、私は慶應義塾大学の研修を終え、米国に子

供と二人で留学し、帰国したばかりでした。血液内

科の臨床から離れ、時間のコントロールがしやすい

産業医の道を図らずも選ぶことになり、今後どのよ

うに生き、働いていこうか惑いの時期にありました。

医学部の学生だったころには感じなかった「女性」

ということが、卒業し、結婚し、子供を持つと次第

に重荷のように感じられており、仕事と家庭の両立

や、女性と男性の差に直面しておりました。そのと

き、この本に出合い、先輩方が、ご自身の問題もさ

ることながら、社会への貢献を第一義にお仕事をさ

れてきていることが、大きな励みになりました。自

らが悩んでいる問題は、おそらく女性労働者全ての

悩みに違いない、と思い、女性労働者の健康支援を

自分のライフワークにしよう、と決心いたしました。

その後、橋本先生、加藤先生にお目にかかり、女

性医師の職場環境整備のお仕事に関わらせていただ

くことができました。いくつかの調査研究に携わる

新役員のことば

日本女医会誌187号   7 06.8.17   9:18:08 AM



8

2006 年 8 月 25 日

　　　　日本女医会誌・復刊第 187 号

ことができましたのは、とても有意義なことでござ

いました。シドニーそして東京で開催されました国

際女医会議でも発表の機会を与えていただき、調査

研究は第６回国際産業医学学会「医療職の産業保健」

でも報告いたしました（J.UOEH. vol　28. Supple, 84-89, 2006 掲

載）。回答率が低率でしたので、確定的なことはい

えませんでしたが、卒後 10 ～ 15 年で女性医師の約

3割が非常勤に移行するというのは驚きでした。仕

事への満足度は高いものの、専門性の維持、医学部

や学会での地位に関しては問題が残る印象がござい

ました。

1986 年に施行された男女雇用機会均等法が今年

で 20 年を迎えました。本年 6月に改訂が決定され、

来年 4月から新たな均等法が施行されます。「女性

労働者」の文言が消え、全て「労働者」となりまし

た。同時に、労働時間に対する規制、多様な働き方

への企業の取り組み、育児･介護休業法の拡大など

が盛り込まれ、国は、ライフ・ワークバランスを取

れるような社会の仕組みづくりを目指し、少子化の

流れを少しでも食い止めようとしているようです。

女性医師は、自らの職場環境を整えるのと同時に、

医師という職業が社会的職業であることを忘れず、

社会全体の健康度の向上に貢献すべきだと考えてお

ります。

やっと娘が成人し、親としての役目は半分は果た

したと思っており、少し、社会貢献できる時間が取

れるようになってまいりました。

これから、渉外部を担当させていただきますが、

先輩の先生方にご指導いただき、勤めさせていただ

きたいと思っております。

新理事に就任して
女性医師のサポートが必要な世の中に

東京西支部　大塚貞子

これまで東京都多摩地区で都下西支部の支部長を

務めさせて頂いていましたが、前副会長の石原幸子

先生のご推薦により、日本女医会の理事をお引き受

けすることになりました。東京都支部連合会におい

ても何らお役に立っていませんでしたのに、日本女

医会という大きな組織の中で、はたしてどれほどの

仕事ができ、皆様のお役に立つことができるのか、

大変不安に思っておりますが、一旦お引き受けした

以上、先輩諸先生達の足手まといにならぬよう努力

したいと思いますので、どうぞ宜しくお願い致しま

す。

私は昭和 37 年に女子医大を卒業後、母校の小児

科に入局し故磯田仙三郎先生、故草川三治先生のご

指導を受けました。ちょうど私にとって子育ての時

代で、当時助教授でいらした故笠井先生のご尽力に

より、院内保育室を作って頂き、小児科の勉強を続

けることができ、大変助かりました。当時はまだま

だ現在のように保育園などなかった時代でしたの

で、このような施設を作って下さったことは、やは

り女子医大なればこそと、大変ありがたく思ってお

ります。

今や世の中少子化時代、仕事を持つ女性、特に母

親が増えている時、私たち女性医師のサポートも

益々必要になっていくことでしょう。その意味から

も日本女医会の存在は大変貴重で、重要になると思

います。ただ近年残念ながら女性医師の増加にもか

かわらず、会員の減少が気になります。是非とも一

人でも多く、若い女医さんの入会をすすめていきた

いものです。

最後に会員の皆様のご鞭撻を宜しくお願い申し上

げます。

新理事に就任して
男女共同参画推進の動きのなかで

福岡支部　坂本雅子

福岡支部において、水田祥代支部長のもとで事務

局長として、第 41 回総会開催を始め、支部での性

教育や更年期の公開シンポジウム、医学会総会への

協力などの支部活動を通して女医会と関わって来ま

した。本部の皆様には様々なご支援をいただき、感

謝しております。福岡支部には、医療や行政のなか

で重要な役職につかれた女性医師が多くおられま

す。このような先生方が多忙な時間を割いて、女医

会会員のネットワークをつくり、会員を増やすべく、

研修会、懇親会などの開催、女医会のパンフレット

配りなど様々な活動をいたしましたが、参加者を集

めること、さらに会員を増やすことはなかなか難し

いことでした。どの支部でもご苦労のことと思いま

す。

今回、新理事として２年間のお役を務めさせてい

ただきます。100 年の歴史を改めて痛感し、『日本

女医会百年史』を読み返しております。創始者の先

生方から受け継がれた歴史の重みを自覚して、先ず

は今の課題を勉強することから始めたいと思ってお

ります。

５月の総会で、橋本前会長が思いを込めて今後の
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課題についてお話しされました。また執行部の先生

方が百年史のなかの座談会「どうする、今とこれか

ら」でも展望しておられます。福岡県医師会にも「男

女共同参画部会」が設立されました。福岡県支部の

水田祥代先生（九州大学病院長）、稗田慶子先生（前

福岡県副知事）、それに私が委員として参加してい

ます。日本医師会を始め、各県医師会にも医療にお

ける男女共同参画推進の動きが大きくなって来たよ

うです。いよいよ日本の医療が男女共同参画なくし

ては成立しなくなっているという事だと思います。

このような動きのなかで出来ることについて精一杯

努力したいと思います。

ちなみに、私は 1967 年、九大卒（インターン、

国家試験ボイコットの時代）です。16 年ほど小児

科医として福岡市内の病院に勤めました。40 歳で

福岡市役所に入り保健所や市役所で公衆衛生や福祉

の仕事をしました。４年間福岡市の助役をした後、

現在福岡市こども総合相談センター（児童相談所機

能が中心）に勤務しています。こどもの保健・医療・

福祉には多くの女性医師の力が必要と思う毎日で

す。皆様、どうぞよろしく御願い致します。

新理事に就任して
女性医師の診療研究がスムーズに行なえる
ように

富山支部　高原照美

このたび歴史ある日本女医会の理事の大役をお受

けすることになり、身に余ることと受け止めており

ます。浅学で未熟者の私であり、大役を果たせるか

不安でいっぱいですが、精一杯お役に立てるように

頑張って行く所存です。

簡単に自己紹介をさせていただきます。北アルプ

スの立山連邦の麓、雪深い富山の出身で、昭和 53

年に大阪大学を卒業し、大阪での研修の後に富山医

科薬科大学（現富山大学）医学部第３内科に所属し

ております。米国トーマスジェファーソン大学、英

国サザンプトン大学への留学、ブラジル・カンピー

ナス大学での JICA 専門職員などの体験を挟んで、

大学院修了後は継続して大学病院に所属しておりま

す。専門は消化器内科学、特に肝臓病学を中心とし

た教育、診療、研究に従事しています。

米国トーマスジェファーソン大学での留学から帰

国後、臨床はもちろんのこと自分の研究も発展させ

たいと意気込んでおりましたが、先立つ研究費は全

くありませんでした。そのときに応募して頂戴した

日本女医会の研究助成金が私が初めて頂いた研究費

です。当時盛んに行っていたノーザンブロット法の

装置を購入させていただき、大変ありがたく、心か

ら感謝いたしております。日本女医会に支援してい

ただいたおかげで、その後も何とか研究を継続する

ことができました。幸い教室の若い先生方にも恵ま

れ、肝線維化の分子メカニズムの解明、肝再生メカ

ニズムの解析、肝幹細胞を用いた再生医療の分野に

取り組んで参りました。昨年度は由緒ある吉岡弥生

賞まで頂き、身に余る光栄でございます。日本女医

会にはどんなに感謝申し上げても十分すぎることは

無いと思っております。

大学病院に所属しておりますと、昨今の医学部教

育の変革、卒後臨床研修システムの改革など、医学

教育に携わる私たちの方が変革に追いついていけな

いことが多々あります。昨今のように多くの女子学

生が医学を学び優秀な成績で卒業していく中で、ま

た忙しい臨床研修でもまれながらも立派な女性医師

に育っていく中で、少しでも彼女らと接点を持つよ

うに、また女性医師としての一つの生き様の参考に

なれたらと、心がけております。

百年の歴史を持った伝統ある日本女医会の懐の深

さ、残念ながら多くの若い女性医師、特に地方の先

生方には十分に理解されていないのではないか思い

ます。21 世紀における女性医師が果たすべき役割

はますます大きくなっていくと思います。日本女医

会が今まで築いてこられた地道な社会的活動を今後

もさらに発展させ、医療や学術分野でさらなる役割

を果たしながら、女性医師が診療、研究がスムーズ

に行えるように応援をさせていただけたらと考えて

おります。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

新理事に就任して
まずは会員を増やすことから

三重支部　田中優子

このたび日本女医会の理事という身に余る大役を

務めさせていただくことになりました。諸先輩先生

方の並々ならぬご努力の賜物である現在の日本女医

会を、ますます発展させていけるよう会員の皆様の

ご意見を謙虚に受け止めながら、精一杯努めさせて

いただく所存でございます。

私は三重県支部に属しておりますが、現在は会員

数 2名という寂しい支部であります。まずは会員を

増やすことからしなくてはと考えるのですが、声掛
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けするに当たり女医会の意義を改めて考え、まだま

だこの社会での女性の立場は女性達の連携プレーが

必要なことを、三重の女性医師にアピールしていき

たいと思います。組織は個人の力をパワーアップさ

せます。私たち女医の一人一人の思いが女医会を通

して社会のしあわせの実現に結び付けていけたらと

願います。

これからは小田会長をはじめ皆様のご指導のもと

働かせていただきますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。

新理事に就任して
仕事と結婚の両立に力を与えてくれる女医会に

栃木支部　塚田篤子

初めまして。このたび大野照子栃木支部長よりご

推挙頂き、新理事に就任させて頂きました。まだ若

輩にして未熟である私のような者が、日本女医会理

事という栄誉ある大役をお引き受けすることになっ

たのも、偏に栃木支部の先生方、家族の後押し、そ

して大きな花束で送り出してくれたクリニック職員

のお陰と思い、心より感謝しております。

昭和 55 年に地元の獨協医科大学を第 2回生とし

て卒業し、同大学皮膚科学教室に入局、その後同窓

生の内科医と結婚、一男二女を出産。昭和 61 年に

小山市内に皮膚科クリニックを開業して 20 余年が

過ぎました。長女は就職し、現在次女と長男は母校

で学んでおります。当時女子学生の割合は１割に過

ぎませんでしたが、最近では女子学生 4割以上とい

う時代になっております。男女共同参画が必然の今

日、日本女医会百年の歴史と伝統を支えてこられた

先生方の存在が若い女医を育成し、女医の永遠のテ

ーマとも言える仕事と結婚の両立に大きな力を与え

てくれるものと信じております。

思えば、「曾祖父の時代で途絶えた医師の家系を

再興したい」という父の意思と、嫁いだ家で苦労し

た母の「女性は手に職がないと苦労する」という言

葉で医師を目指し、開業医として 20 余年走り続け

てまいりました。子どもが３人とも成人した今、先

輩理事の「女医会は素晴らしい先生方に巡り会える

のよ。勉強になるから是非行きなさい」という言葉

に後押しされて、先生方の仲間入りをさせて頂く機

会を得ることができました。大変光栄ですが、身が

引き締まる思いで一杯です。

今後、諸先生方のご指導を頂きながら、微力では

ありますが努力してまいりたいと思っておりますの

で、宜しくお願い申し上げます。

最後に先日、元栃木県女医会の会長でいらっしゃ

いました南里栄子先生が永眠なさいました。私自身

は栃木県で開催された日本女医会総会の折、少しお

話しさせて頂いただけでしたが、心よりご冥福をお

祈り申し上げます。

新理事に就任して
子どもの健康を守り育てるために

中央支部　対馬ルリ子

このたび、伝統ある日本女医会の理事に就任させ

ていただくことになりました。わたしは、昭和 59

年に弘前大学を卒業し、東京大学産婦人科学教室と

その関連病院で 18 年間産婦人科、特に周産期医療

の研修をした後、女性の生涯健康を啓発し検診・相

談を中心として診療するウィメンズヘルスの仕事を

しています。現在は、東京・銀座で、女性医師 25 名、

女性スタッフ 30 名を擁する総合女性外来、ウィミ

ンズ・ウェルネス銀座クリニックの運営と診療にあ

たっています。

わたしが日本女医会の活動に関わったきっかけ

は、平成 12 年、「子育て支援小委員会」に参加させ

ていただいたことでした。伝統ある日本女医会が、

社団法人として今後日本の社会に貢献していくに

は、どのようにすべきと思うか、子育て世代から意

見を言ってくださいと、橋本葉子前会長、加藤竺子

前副会長にお声かけいただき、荒木葉子、早乙女智

子両先生とともに参加しました。それをきっかけと

して、平成 13 年度からは、独立行政法人福祉医療

機構の子育て支援基金から助成をいただき、「女性

医師による十代の性と健康支援事業」を行うことに

なりました。

この一番の事業は、全国で８回にわたり開催した

「十代の性と健康・指導者養成講座」でした。当初

の２回は東京で、平成 15 年には宇都宮、横浜、札幌、

盛岡、岡山、長野の６ヵ所で開催し、全国の、力が

ありかつ熱心な女医会の先生方の多大なご協力をい

ただきました。これは、わたしにとって日本女医会

の豊富な人材と人的ネットワークを痛感した、素晴

らしい経験となりました。それぞれの地域で専門性

や性教育への関心度は異なっても、医師としての視

点や経験を生かし、子どもの健康を守ろうとする熱

意には共通のものがありました。そのうえ、どの地

域でも、医師会や研究会・学会、行政やNPOなど

とのネットワークがあり、それを利用し拡大しつつ、
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益々パワフルな活動を展開しておられる諸先生方の

姿が印象的でした。８回でのべ 1,300 名余の参加者

を得た講座となりましたが、その後の追跡アンケー

トでも、相談・啓発・講演活動を継続しておられる

会員の先生方が多いので感銘を受けました。事業報

告とアンケート結果は、第 23、24 回日本思春期学

会総会で発表させていただきました。ご協力いただ

いた先生方に、この場をかりてお礼を申し上げます。

本当にありがとうございました。

さて、理事として活動の場をいただいたわけです

から、わたしにとってこの事業の継続・発展はひと

つの任務と思っています。十代の子どもの健康問題

は、性の問題のみならず、喫煙・飲酒・ドラッグ・

摂食障害・暴力・事故や自殺など多岐にわたってお

りますが、すべての根っこはつながっています。わ

たしたちは、医師として、女性として、子どもの健

康を守り育てるために、社会に貢献できることがた

くさんあると思います。どうぞ今後ともご協力のほ

ど、よろしくお願い申しあげます。

新理事に就任して
次世代育成のために

愛知支部　津田喬子

日本女医会会員の皆様におかれましては、お変わ

り無く益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

平成 18 年度の理事に就任させていただきました

ことを心より御礼申し上げます。

私の専門は麻酔科学で、現在名古屋市立大学大学

院医学研究科に勤務しております。日本の次世代の

医学、医療の担い手を育成する立場にあると言えま

す。ご承知のように最近の医学部学生の女性比率は

30％前後となりました。卒後２年間の研修を修了し

て各専門分野に進むわけですが、多くの女性医師は

結婚、出産、育児等で困難を感じています。まだま

だ社会全体の女性医師支援体制は整備されていない

と思われます。

日本女医会は多くの女性医師支援の施策を実践さ

れてきました。女性差別の歴史を知るにつけ本会が

果たしてきた功績は多大であり、会員の誇りであり

ます。これまでに諸先輩が築いてこられましたこれ

らのご功績を尊重しつつ、次世代育成に寄与するた

めの何らかの活動を致したいと考えております。

微力ではございますが力を注いで参ります。皆様

のご指導、ご鞭撻を賜りますように心よりお願いを

申し上げ、就任のご挨拶と致します。

再び理事に就任して
「21世紀の医療は女性医師が担う」時だ
からこそ

大阪第7支部　西嶋攝子

私は平成６年から 12 年までの６年間、日本女医

会の理事を務めさせて頂きました。当時は１期が３

年でしたので２期務めたことになります。理事に就

任した当時は年齢的にも一番若輩であり、女医会の

内容も良く分からずまさに末席を汚すにふさわしい

（？）存在だと自他共に認めておりました。１期目

は大学の先輩である川田喜代子先生と同じ会計担当

に入れていただきましたが、西も東も分からない私

に対してのご配慮だと感じておりました。あっとい

う間に３年間が過ぎ、２期目は学術担当に加えてい

ただきました。学術担当の先輩理事の先生方はいず

れも大学で教授職についておられる方々でした。当

時私も母校である関西医科大学に勤めておりました

が、学術担当の先生方からは多くのことを学ばせて

いただき、有意義で楽しい年月を過ごすことが出来

ました。そして大阪で学術講演会を持つ機会も与え

ていただき、川田理事とともに責務を果たすことが

出来ましたことは、充実した懐かしい思い出です。

６年間のブランクの後、再び理事に就任させてい

ただくことになりましたが、この間は私にとりまし

ても公私共に多くの変化がありました。大学の再編

成が行われ、長年勤務しておりました附属病院が廃

院となったため、大学を退職し、廃院となった病院

のすぐそばのビルでこの３月より「西嶋皮ふ科」を

開業しております。開業して間もない時期に日本女

医会の理事という重責をお引き受けすることには大

変躊躇致しました。それでも何とかやってみよう、

と考えた大きな理由は、近畿、中国、四国、地方な

どからほとんど理事の方が出ておられない、という

現状が極めて残念であり遺憾だったからです。日本

女医会というにはやはり日本全国各地から理事にふ

さわしい人材が選出されるべきとの思いが強くあり

ます。

近年における女性医師数の増加は、医療の世界の

みならずいろんな面で社会の注目を集めておりま

す。21 世紀の医療は女性医師が担う、とまで言わ

れております。このような時こそ日本女医会が女性

医師たちにとってなくてはならない存在であって欲

しいと期待し、微力ではありますが私もお手伝いで

きればと考える次第です。どうぞよろしくお願い致
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します。

新理事に就任して
女性医師ならではの視点、発想で

都下西支部　藤川眞理子

歴史ある日本女医会の理事に就任させていただき

誠に光栄に存じております。私は東京女子医大卒業

後、同糖尿病センターを経て富山医科薬科大（現・

富山大）第一内科に入局、富山市内の糖尿病クリニ

ック院長も含め、糖尿病の地域（保健）医療に関わ

ったことから 5 年前に「糖尿病に強い公衆衛生医

（？）」を目指して行政に入ることとなりました。3

年半の富山県庁厚生部医務課勤務を経て、平成 17

年 4 月に東京都に入り、現在、多摩府中保健所に勤

務しております。女医会員歴は約 20 年ですが、糖

尿病学会の大先輩の大森先生と内潟先生以外、会員

の先生と直接の接触はありませんでした。学生時代

から尊敬していた平敷先生に面識を得る機会に恵ま

れ、橋本前会長の下、成功裡に終わった東京での国

際女医会議を微力ながらお手伝いさせていただきま

した。学生時代に IFMSA（国際医学生連盟）活動

に関わっていた頃に味わった社会的貢献に関わる喜

びが蘇るのを感じてしまったこと応分の社会貢献も

すべき年齢に達しているとの自覚もあり、理事をお

受けした次第でございます。

女医の数が増えてきた現在、「女性」医師ならで

はの視点、発想が求められており、国民のため、女

性医師自身のために日本女医会でなくては成し得な

い社会貢献事業が山積していると思います。特に小

児科、産婦人科、内科領域等では、保健医療システ

ム、医療行政への提言も求められています。歴史あ

る女医会の周知度を高めていくことが必要かと思い

ます。独自の活動で財政基盤を強固にし、さらなる

医師向けの事業展開へ、という良循環に入れば会員

数増にもつながると思います。

会員を増やす方策としては、日本女医会は国際女

医会の日本支部であることの PRや全国の女子医学

生を対象に下部組織としての学生部会のようなもの

を組織し、留学の機会を与えたり、女医、女子医学

生のための就職相談やよろず相談窓口など、女医会

に入会したくなるようなしくみ作り、女医のための

研修事業展開等も必要かと思います。

また国際女医会の活動へ参画できることは、日本

医師会の女性医師部会では為しえない日本女医会員

ならではの特権で、海外志向の医師、女子医学生に

は魅力的に映ると思います。

僭越なことを思いつくままに申し上げた失礼をお

ゆるし下さいませ。

女医会において、医師としてのキャリアがもたら

す存在感に加えて、それぞれに素敵に歳を重ね、歴

年齢より若々しく溌剌としたお姿と言動の大先輩の

先生方と邂逅できますことは、私にとって女医会活

動への活力源となっております。この感動を同輩、

後輩にも是非伝えたいと思います。

女医会発展に寄与できれば嬉しゅうございます。

よろしくご指導の程お願い申し上げます。

新理事に就任して
まずは広報から勉強

大阪第9支部　吉馴茂子

来年は創立 60 周年を迎える大阪府女医会の川田

会長始め、皆々様のご推挙を受け、この度、浅学の

身でありながら、伝統ある日本女医会の理事という

大役に就くことになりました。

私は昭和 40 年、東京女子医科大学を卒業し、父

母のいる大阪の地で生きる決心をして、大阪大学医

学部産婦人科教室に入局致しました。当時、医局に

は女医は私を入れて 2人しかいなくて、当直室も各

科共通の女医室というものがあったりしたもので

す。ところで、その医局も今では沢山の女医さんが

活躍されていて、ある種のパワーとなってきていま

す。

当時、電子顕微鏡が物珍しく、これに絡むと仕事

になるという時代でした。そこでの 10 年の後、突

然思い立って産科を主とした開業医になることにし

て、今日に至っております。趣味はゴルフ（下手）

です。又お声をかけてください。

私は男女共同参画、国際化、女医バンクという部

門に興味を感じているのですが、とりあえず「広報」

という役を頂戴致しましたので、多面的にここから

勉強させて頂きたいと存じます。

「日本女医会」丸は小田新会長のもと、鹿田、角田、

山﨑副会長の執行部も決まり、新装なって船出する

ところです。そこに私も参加するのだと思うと、身

の引き締まる思いです。しかし何分にも元来力不足

でございますので、関係各位の先生には随所随所で

何かとご指導、ご鞭撻戴きますようよろしくお願い

申し上げます。
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日　時：平成 18 年 5 月 20 日（土）

場　所： 京王プラザホテル（東京都新宿区）

午後 12 時 31 分開会

司会 角田由美子

社団法人日本女医会総会開催に際し

　会員数 1,802 名

　出席数 97 名

　記名委任数 516 名

　白紙委任数 235 名

　以上のとおり日本女医会定款第 27 条の

定足数 360 名に達し、総会が成立する旨の

報告あり、開会を宣す。

会長挨拶 橋本葉子

物故者への黙祷

　平成 17 年度物故会員に黙祷

報告（資料別添）

１．会務および事業報告 石原幸子

　資料にもとづき報告

２．平成 17 年度特別会計報告

 森川由紀子

　吉岡弥生賞基金会計

　国際女医会議記念事業基金会計

　以上について資料にもとづき報告

３．ナショナルコーディネーター報告

 内潟安子

議長団選出

　 秋葉則子、中山年子

 〔議長団、議長団席に着席〕

議事録署名人選出

　石川知子、岸　澄子

議事

第 1号議案

　１）平成 17 年度一般会計収支計算書案 

 船越由美子

　　 配布ずみの資料にもとづき報告、原案

どおり可決

　２）剰余金処分案 船越由美子

　　 次期会計へ繰り越すことを原案どおり

可決

会計監査報告 川田喜代子

　監査の結果、適法かつ正確であることを

認める旨の報告、承認される。

第 2号議案 加藤竺子

　平成 18 年度事業計画（案）

〈庶務部〉

　会員増加推進

　吉岡弥生賞

　ブロック別懇談会の開催

〈学術部〉

　研究助成

　学術講演研修会を年数回開催

〈事業部〉

　全国公募による公開講演会の援助

　荻野吟子賞、地域功労賞の決定と授与

　地域医療奉仕活動への助成

　 社会保険新報社への原稿協力：月刊『い

きいき』に健康記事掲載

　講習会等の事業実施

　災害、緊急時行動

　バザー、親睦活動による事業

〈渉外部〉

　国内各団体との交流

　国際交流

　他団体との公開講演会の開催

　国連NGO国内婦人委員会として活動

　 厚生労働省「健やか親子 21 推進協議会」

の協力団体として活動　

　女性の他団体との交流

　その他

〈広報部〉

　機関紙の発行

　ホームページの更新と活用

子育て支援委員会

・ 平成 18 年度独立行政法人福祉医療機構

の「子育て支援基金」より助成を受け、「21

世紀の子どものために小児救急医療の整

備と提言事業」を展開

・ 「働く女性のための育児環境整備支援事

業」の継続

・ 「十代の性と健康　指導者養成講座」を

1回開催予定

〈長寿社会福祉委員会〉

　平成 18 年度独立行政法人福祉医療機

構の「長寿社会福祉支援基金」より助成

を受け、「たんの吸引を安全に実施する

ための教育講習事業」を展開

〈女性医師支援プロジェクト（仮称）〉

　愛知支部中野慧子会員より「働く女性

のための育児環境整備支援事業」を始め

るに当たり展開方法を教えてほしい

「働く女性のための育児環境整備支援事

業最終報告書」をお送りする

以上原案どおり可決

第 3号議案

　平成 18 年度一般会計収支予算（案）

 濱田啓子

■愛知支部 津田喬子会員より質問
・ その他・雑収入、今年度予算額が約 10

倍の 320 万円になっている理由

・ 事業雑費が 17 年度決算では 0円なのに、

18 年度予算が 310 万円になっている理

由

回答： 本年度は名簿作成の年であるため、

広告料として 300 万円の収入を見込

んでいる。事業雑費は名簿制作費で

ある

■葛飾支部 青井禮子会員より質問
・会員名簿は 2年毎に発行するのか

回答：検討中である

・ 事業雑費に 310 万円を組み入れたのは何

か想定した事業、あるいは想定外の支出

を見込んだものと理解して良いか

回答： 会員名簿の作成、また見込んだもの

として理解して頂きたい

■愛知支部 中野慧子会員より質問
・ 会議費、昨年度 640 万円で残金があるに

も拘わらず、今年度は 800 万円になって

いる理由は

回答： 理事数が多くなった上、遠方の方が

多くなった。またブロック別懇談会

などの旅費を多少多めに見積もって

（左）壇上よりあいさつを述べる小田新会長
（右） 総会終了後、人間国宝・中村富十郎丈によ

る特別講演が催された

第51回

定時総会
議事録

日本女医会誌187号02.indd   13 06.8.17   5:01:36 PM



14

2006 年 8 月 25 日

　　　　日本女医会誌・復刊第 187 号

―原案どおり可決

第 4号議案

定款細則付記の件 鹿田儀子

第 5号議案

　次期および次々期総会開催地に関する件 

 橋本葉子

　次期開催地　神奈川　　

―原案どおり可決

　次々期開催予定地について、東京都支部

連合会野々田宣子会員より選挙総会のある

2年毎の東京開催は多大なる負担となるた

め、4年毎の開催なら承諾するとの意見が

出された。次々期開催地は本部主導での東

京開催あるいは他支部での開催を来年度総

会まで決定する。

表　彰

１）吉岡弥生賞受賞者

　医学に貢献した部門 清水夏繪

　社会に貢献した部門

 嶋崎紀代子、松本文絵

２）荻野吟子賞

該当者無し

３）学術研究助成金授与者

　 上田嘉代子、塚田弥生、増子佳世

４）地域医療奉仕に対する助成　原弥栄子

新役員の選出

　15 条の規定により現役員任期満了にと

もない役員改選のため選挙管理委員を選

出。

　柿島八千代、後町暁子、斉藤文子、中原

千恵子、野々田宣子、山口いづみ

理事立候補者名（25 名、五十音順）

　荒木葉子、内潟安子、大塚貞子、大坪公子、

小田泰子、古賀詔子、坂本雅子、鹿田儀子、

澁谷きよみ、高原清美、田中優子、塚田篤子、

対馬ルリ子、津田喬子、角田由美子、西嶋

攝子、濱田啓子、藤川眞理子、村田郁、森

川由紀子、山﨑トヨ、山崎康子、山本纊子、
山本蒔子、吉馴茂子

監事立候補者名（1名、五十音順）

　松井比呂美

　橋本会長より：監事への立候補者が 1名

で外部の方に依頼する予定であったが、適

任者を告示期限（定款施行細則第 19 条）

まで選出できなかったため、定款 18 条の

3 と定款施行細則第 23 条の 2 を適応した

い旨の説明。

―承　認

　橋本会長より：承認を得たので来年度総

会まで川田喜代子氏に監事を引き続き依頼

する。

―承　認

　理事定数 21 ～ 25 名、監事定数 2名のた

め定款施行規則 23 条により無投票当選と

なるとの報告。

―承　認

　会長、副会長互選のため、新役員退室。

選挙結果の発表

　定款施行規則第 15 条にもとづき新役員

による互選の結果、会長に小田泰子、副会

長に鹿田儀子、角田由美子、山崎トヨが選

任された。

会　長　小田泰子

副会長　鹿田儀子、角田由美子、山﨑トヨ

理　事　 荒木葉子、内潟安子、大塚貞子、

大坪公子、古賀詔子、坂本雅子、

澁谷きよみ、高原清美、田中優子、

塚田篤子、対馬ルリ子、津田喬子、

西嶋攝子、濱田啓子、藤川眞理子、

村田郁、森川由紀子、山崎康子、

山本纊子、山本蒔子、吉馴　茂子
監　事　川田喜代子、松井比呂美

 ―以上承認

閉会の辞 石原幸子

 午後 3時 12 分閉会
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の機能回復に見られる脳の可塑性、例えば、麻痺の

回復期に健常側の脳の活動性が増すことなどには大

変興味を持ちました。これまでの研究実績には満足

できませんが、今後は後輩の育成や社会に少しでも

貢献すべく努めたいと思います。女性医師が増加し

ている現在、日本女医会の役割は大きいと考えます。

会の発展を祈っております。

吉岡弥生賞（社会に貢献した部門）

を受賞して

山梨支部　嶋崎紀代子

帝国女子医学専門学校（現東邦大学医学部）
卒業後、耳鼻咽喉科医師として地域医療に従事
する一方、小川正子医師のハンセン病に対する
使命感に共感し、日本キリスト教団会員として
ハンセン病の診療に貢献。国内の患者激減後は
開業医として活躍されながら、韓国、インドネ
シアなどのハンセン病撲滅運動に奉仕している。

諸先輩のご指導と山梨支部女医会の先生方のご理

解とご援助を頂いて、女医生活 60 年を無事経過致

しましたことを心から感謝しております。

「求めず避けず」「不求不避」という言葉を教えら

れ、心のどこかに残っていて、このたび吉岡弥生賞

のお知らせを頂いた時に思いおこし、感謝して拝受

致しました。

思えば帝国女子医専在学中、小川正子書『小島の

春』を夜中の３時まで泣き声をあげながら読み上げ

ました。それまで小川先生が山梨県人であることも、

女学校の先輩（甲府高女）であることも知りません

でした。その時を原点として、多摩全生園（ハンセ

ン病療養所）を見学し、「ここで働きたい」という

願いも虚しく、当時背丈以上もあるひいらぎの垣根

でめぐらされた、周囲二里の周りを回りお別れをし

て来ました。郷里山梨に帰り、それから 60 年の歳

月が経過しました。昭和 40 年初めて長島愛生園（小

川先生の働かれた）に病友を訪ねてから、国内 13

の療養所を訪ね、また小川先生の「朝鮮国へもアジ

アへも」と書かれたものを思いおこし、JLM（日本

基督教救癩協会）に所属し、韓国へと導かれました。

ふり返ってみれば、日本が経済成長して心を失っ

吉岡弥生賞（医学に貢献した部門）

を受賞して

千葉支部　清水夏繪

東京大学医学部を卒業、耳鼻咽喉科学を研修
された後、神経内科学を専攻され、アメリカの
マウントサイナイ病院へ留学、帰国後は自治医
科大学神経内科講師、帝京大学医学部第三内科
教授、帝京大学付属市原病院院長を務められ、
現在は帝京大学名誉教授、客員教授として活躍。
この間、一貫して神経疾患に関係ある運動障害、
めまい・平衡障害、眼球運動障害、視覚障害の
神経生理学的臨床研究に力を注がれ、沢山の成
果を上げた。また、平成 16 年に開催した第 26
回国際女医会議ではランチョンセミナー「片頭
痛治療の最前線」の講師もし、日本女医会のた
めにも尽力している。

このたび思いがけず吉岡弥生賞を受賞し、身に余

る光栄です。これまでの医師としての 40 年間は休

むことなく一生懸命ではありましたが、遅々とした、

思うように成果の上がらないそして後悔の絶えない

日々でした。この様な形でお認めいただき、大変あ

りがたく、心よりお礼申し上げます。新たな希望や

力が湧いてまいります。多くの優れた師、心の通う

同僚、かけがえのない友人に恵まれたことは大変幸

運であったと感謝しております。

振り返れば、脳の機能に興味を持つようになった

ルーツは子供の頃、手足に麻痺のある人が脳の手術

を受けて回復した写真を眼にしたことなどにござい

ます。1966 年 3 月医学部卒業後、三半規管の活動

と眼球運動の関係を解明された耳鼻咽喉科の鈴木淳

一先生に触発され、東京大学耳鼻咽喉科などで３年

半、ニューヨークのマウントサイナイ病院神経内科

で 4年間レジデントとインストラクターとして過ご

し、帰国して今日に至っております。1986 年から

は帝京大学市原病院内科教授、次いで神経内科教授

をつとめ、2005 年定年退職いたしました。以後は、

帝京大学客員教授、帝京平成大学専門学校（理学・

作業療法士養成）、老健施設などに勤務しておりま

す。経歴からめまいは私の subspeciality となりま

した。一方、運動を想像するだけで運動したときと

同じような運動準備電位が得られることや脳障害後

各賞と研究助成授与・助成対象者・助成
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ていた頃、初めて韓国を訪れ、そこに暖かい心を感

じ、毎年楽しみに訪韓させて頂きました。そのため

には家族の理解と協力は決して忘れません。6月 25

日（ハンセン病を正しく理解する日）には必ず春日

居町佛念寺に小川先生の墓参をし、韓国の様子、ア

ジア（インドネシア）の様子等を報告しております。

このたびの賞は小川先生のお働きの延長線上にあ

るものですので、春日居町にある小川正子資料館に

保管して頂きました。林文雄先生（小川先生と愛生

園で共に働かれたことのある）のお言葉に、「奉仕

とはしてあげることではなく、させて頂くことです」

とございます。今日まで健康を与えられ、この道を

歩ませて頂きましたことを心から感謝しておりま

す。

吉岡弥生賞（社会に貢献した部門）

を受賞して

京都支部　松本文絵

大阪女子医科大学（現関西医科大学）卒業後、
産婦人科医師として地域医療に多大の貢献をす
るとともに、テレビドクターとして昭和 38 年か
ら 3年間、思春期外来、不妊外来、赤ちゃん外
来を担当、その後、『幸福な性』『豊かな性』（講
談社）を出版するなど、人間性や母性の在り方
を助言・提言し、平成 13 年には各分野で功績の
著しい女性を顕彰する賞である「京都府あけぼ
の賞」を受賞。平成14年よりインターネットで「思
春期のまっただ中にいる 15 歳を大切に」という
メッセージを送り続け、“苺（15）先生”と敬愛
されている。また、スリランカにはバス・救急車・
消防車などを寄贈、更に 120 名収容可能な子供
用教育施設「松本ナーサリースクール」も寄付、
スリランカ保健省より表彰されている。

平成 18 年 5 月 20 日、第 51 回日本女医会総会に

おいて、吉岡弥生賞授与の栄誉に浴しましたこと、

諸先生方のご支援のお陰と心より感謝致しておりま

す。

実は昭和 20 年 1 月、空襲下の東京女子医専受験

のため（母は三神先生と女子医専で同期）、広島よ

り上京しましたが、母子共に校長室に呼ばれ、「右

耳に真珠腫があるそうですね。戦局も大変な折りで

す。どうか皆さんとご一緒に、お幸せにね」と私の

手をとってお話し下さった吉岡先生の優しい瞳を、

未だ昨日のことのように憶えています。その後は大

阪女子医専を受験、慢性中耳炎の根治手術を受け今

日に至っていますが、母は生前、「田舎暮らしと戦

争で十分なことがしてあげられなかったことを詫び

きれぬ……」と弟妹に話していたそうですが、この

たび、はからずも吉岡先生にお褒め頂いたというこ

とは、亡き父母への何よりの供養になりました。あ

りがとうございました。

現在、リスクの多い産婦人科は嫌われているよう

ですが、「損得だけが人生」ではないはずです。ど

んな場合でも、何事にも対応できる心を養う場とし

て、産婦人科は最高だと思います。

私のささやかな経緯が何かの励みになってくれれ

ばと思い、一人でも多くの方が後に続いてくださる

ことを信じ、願っています。

学術研究助成を  

授与されて

新宿支部　上田嘉代子

このたびは、第 25 回日本女医会学術研究助成を

賜り、心より御礼申し上げます。

本研究の課題は「現代の女子医大生の求めるライ

フデザインとリプロダクティブヘルスについての検

討」で、私が所属しております東京女子医科大学附

属女性生涯健康センターとして取り組む課題として

応募させて頂きました。

当センターは各年令でのうつや摂食障害、DV被

害等の社会的背景を持つ精神科領域の女性のメンタ

ルヘルスを中心に、皮膚科や婦人科等、他科とも連

携しながら広く女性の健康に対応すべく一昨年 9月

から開設された施設ですが、本学の学生達の医療相

談の場でもあります。

近年、女性は社会進出と人生の長期に渡るキャリ

アを希望し、医学部志願者が増加し、医学部の女子

医学生が占める割合も、大学によっては約半分に達

するところもあると聞いております。

一方、女子医学生の学生時代からの卒業直後のロ

ーテートの時期は、医師としての基礎力を養う重要

な時期であると共に、大抵は年頃の女性として異性

との付き合いを求めたり、結婚、出産、育児へと重

大な人生の岐路の選択にさらされる時期でもあり、

時と場合によりその選択が進路の大きな壁になるこ

ともあります。このところ本学女子医大生の傾向と

して、学生のうちに結婚、出産を選択する人が増え

ており、また一方、6年前に認可された低用量経口
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避妊薬を彼女たちはどれだけ認知して利用しようと

しているのか等、現在の女子医大生の女性としての

人生設計に関する意識を調査し、より賢明で充実し

た女医としてのキャリアの基盤作りに生かせられれ

ばと考えております。

また、今後も定期的に調査を施行し、学生と対話

しながら学生の意識を知り、指導や支援に生かして

いくべくデータを積み上げ、既に施行されているキ

ャリアを経た女性医師たちのアンケート調査や上梓

された体験に基づくアドバイス等の貴重な資料と合

わせて（これは日本女医会にお願い致したいと思い

ますが）、これからの女性医師の人生設計の参考と

なる一冊ができれば、どれだけ彼女たちの心強い支

えになるかと期待しております。

最後に、日本女医会前会長の橋本葉子先生、新会

長の小田泰子先生はじめ、関係各位の方々に心より

深く感謝申し上げます。

学術研究助成を  

いただいて

日本医科大学　   

循環器・肝臓・老年・総合内科部門　 

塚田（哲翁）弥生

このたびは、研究課題「心筋細胞の sphingosine 

1-phosphate 受容体によるカルシウムイオン代謝へ

の影響」に対し、歴史ある日本女医会より学術研究

助成を賜り、心より御礼申し上げます。

現在、生体膜の成分である「脂質」を介したシグ

ナル伝達系による細胞機能調節がホットなトピック

になっております。私のテーマである Sphingosine 

1-Phosphate（S1P）受容体もそのひとつです。S1P

受容体は心血管系に分布しており、動脈硬化や心筋

保護、血管トーヌスの調節などのシグナルに関与す

ることが解明されつつあります。S1P 受容体は心筋

細胞内のイオン代謝、特にカルシウムイオン代謝に

作用することも解っているのですが、詳細な機序は

明らかではありません。ご存じの通り、カルシウム

代謝は心筋の興奮収縮連関のメインプレーヤーであ

り、S1P は血小板に蓄積し、活性化されたトロンビ

ンにより放出されることが虚血性心疾患・不整脈・

心不全などの疾患の発症に大きな影響を与えている

ことが予想されます。従って、本研究は未だ基礎的

研究ですが、今後 S1P 受容体とカルシウム代謝の

機序を明らかにすることで、S1P 受容体をターゲッ

トにした新しい循環器疾患の治療応用が期待できる

ものと考えています。

私は日本医科大学を卒業後、同第一内科学教室

（現：循環器・肝臓・老年・総合内科部門）で虚血

性心疾患の臨床及び基礎的研究に従事してきました

が、2003 年より 2 年間米国サンディエゴにあるス

クリプス研究所に留学する機会に恵まれました。私

の留学先の研究室の PI であるDr. Roberta Gottlieb

は心筋虚血再灌流傷害におけるCell death signaling

研究の第一人者であるとともに、3児の母でもあり

ます。学問的なことばかりではなく、PI としての

研究室のマネージメント、リーダーシップ、身の丈

にあった仕事の選び方、そして私生活とのバランス

等々、彼女から学んだことは数知れません。私は、

既に学齢期であった７歳の長男と幼い 2歳の次男を

連れての留学でしたので、慣れない海外での育児に

加え研究の面でもうまく成果を出せず、焦燥感に駆

られることもありました。Dr.Gottlieb は、そんな

私に対し、自らの経験を踏まえ、暖かく折々に励ま

してくださいました。特に“Be Confident and Be 

Optimistic”と、どんな時も諦めず、自信をもって

前向きに、出来る範囲で無理なく仕事を続けること

こそ、困難な状況を乗り越える鍵であることを教え

てくださったことは大変心に残っております。

最後になりましたが、日本女医会前会長の橋本葉

子先生、現会長の小田泰子先生をはじめ、選考委員

の先生方、そして日本医大の高野照夫教授をはじめ

教室の皆様には心より感謝御礼を申し上げたいと思

います。貴重な経験と助成を糧に、今後とも弛まず

努力を続けていく所存でございます。どうぞご指導・

ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

学術研究助成を  

いただいて

聖マリアンナ医科大学難病治療研究セ

ンター　生体機能・プロテオーム制御

部門　講師　増子佳世

このたびは我々の研究課題「関節軟骨における血

管新生制御因子ANGPTL-4 の発現機構および機能

解析」に対し学術研究助成を賜り、心より御礼申し

上げます。

関節リウマチ（RA）や変形性関節症（OA）な

どの関節疾患においては、骨軟骨の変性・破壊の抑

制が、臨床上のみならず社会的にも重要な研究課題

です。ことに OAは、加齢や荷重負荷が主たる病

因とされてきましたが、近年、OAにおいても、さ

まざまな炎症性および免疫学的反応が病態形成に関

与していることが明らかになりつつあります。私は
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このような「軟骨と炎症」の関連について、これま

で研究を行なってまいりました。

 軟骨は基本的に無血管組織ですが、分化や変性の過

程で血管新生に関わる因子の発現がみられることが

報告され、我々も、vascular endothelial growth 

factor（VEGF）の軟骨での発現を報告しておりま

す（Inoue et al, 2000; Murata et al, 印刷中）。今回着目しまし

たのはAngiopoietin-like 4（ANGPTL-4）という比

較的最近クローニングされた分子であり、我々はこ

の分子がヒト関節軟骨に発現していることを初めて

見いだしました（投稿準備中）。今後本会の研究助

成を活用させていただき、軟骨でのANGPTL-4 発

現制御機構を解析するとともに、関節での生理的・

病的ストレスとANGPTL-4 発現との関連を検討し、

この因子の軟骨変性におよぼす作用、さらには関節

疾患の病因との関わりを明らかにしたいと考えてお

ります。

最後に、日本女医会前会長の橋本葉子先生をはじ

め選考委員の先生方、共同研究者の村田三奈子先生

（聖マ医大難治研・東京女子医大）はじめ各先生方、

および関係各位に感謝申し上げますとともに、今後

ともご指導、ご鞭撻の程お願い申し上げます。
※当部門では、大学院卒研生や臨床各分野との共同研究を歓迎し

ます。プロテオミクスやリウマチ性疾患に興味のある先生はどう

ぞ声をおかけ下さい。

地域医療奉仕活動への

助成を受けて

神奈川支部　原弥栄子

第 51 回定時総会におきまして「神奈川県ホーム

ヘルプ協会」の代表として「地域医療奉仕活動への

助成金」を戴きまして本当に有難く会員一同深く感

謝しております。

当会は 1980 年代にごく普通の主婦たち数名が、

来るべき高齢社会に地域で何かお役に立ちたいとい

うボランティア精神から始めた家事援助の会です

が、地域の方の要望が多くなり、個人的な助け合い

の気持ちだけでは賄いきれず、組織として継続させ

たいという希望が起こりました。元来ボランティア

活動は無償であるべきという声もありましたが、当

時の労働基準局のアドバイスを受け、“軽費有償ボ

ランティアの会員制度”という形で 1985 年に「神

奈川県ホームヘルプ協会」として発足いたしました。

サービスを利用する方とサービスを提供するものと

が会員として助け合うというこの方式は、当時では

珍しく、マスコミにも注目されました。その後同じ

ような志を持つ仲間たちが、まさに草の根が伸びる

ように次第に広がり、それぞれの地域で、障害を持

つ方、高齢者の方たちの家事支援を行って参りまし

た。開業医である私も往診に伺うと老夫婦や老人の

一人暮らしのお宅が多くなり、心を痛めることが増

えて参りました。そんな時、会長就任の要請を受け

協会の主旨にも共鳴しておりましたので、1990 年

に会長をお引き受けしてもう 16 年が過ぎました。

その間、老齢社会は急速に進み、国の福祉政策は今

までの救済制度から、地域ぐるみの福祉への取り組

みが始まりまして、国の施策も施行錯誤を重ねなが

ら次第に変化しております。当協会も 1999 年９月、

特定非営利活動法人（NPO 法人）の認証を受け

2000 年１月“介護保険法による指定事業者”とな

り活動を続けて参りました。協会は地域で高齢者、

障害者、及びその家族のための家事援助、介護援助

を行うと共に、ホームヘルパーの養成ならびに情報

提供などを行い地域福祉の充実を図ることを目的と

して“優しい心と手で”をモットーとしてサービス

活動を行っています。最近、医療ニーズの高い重度

者の在宅生活を支援するサービスの必要が高まり医

療と介護の機能分担と連携を深め、ヘルパーの質の

向上を図りたいと助成金を申請致しました。無償の

行為で何かと手探りで過ごしておりましたが、地域

医療奉仕と認めて戴いたことに深く感謝しておりま

す。重ねて本当に有難うございました。

人間国宝　中村富十郎丈に聞く
「お医者さまと私の舞台」

神奈川支部　稲生　襄

東京都支部連合会のお骨折りにて上記ご講演を聞

くことができ、大変印象的で素晴らしいご企画に感

謝感激であった。

富十郎丈はご本名、渡辺一様。昭和 4年赤坂溜池

にご出生。日枝神社の氏子にて全ての行事はこちら

でと。御尊父様は 4代目中村富十郎丈、ご母堂様は

吾妻徳穂様という名門。

第 2次世界大戦下、御尊父様が大阪へ転勤につれ、

18 年に呼ばれて大阪で初舞台。その後東京に戻り、

47 年 9 月東京歌舞伎座にて 5代目富十郎襲名。平

成 2年より数多くの賞を受けたが、平成 6年重要無

形文化財（人間国宝）は断突。

このようなご立派な方に日本女医会総会でご講演

願えるとは誠に有難い極みである。題名は「お医者
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さまと私の舞台」。

「東京都支部連合会の赤塚智香先生を通して息子

がご依頼を受けたが、まだ 7才にてとても皆様の前

で踊れるようなものではなく、私がその代役という

こと」だと申されたが、「父子鷹トーク」もなかな

か良く、誠に微笑ましい光景で大もての様であった

（お辞儀と正座しか仕込んでないとはいうものの）。

「自分は高血圧と狭心症にてNSビルの榊原クリ

ニックにお世話になっている。また、俳優協会の主

治医は市川先生三代にお世話になっている。そして

外国に行く時も必ず同行してくださる」。

「幼少の頃、入院もせずに普通食で治してくださ

った河野先生、切らずに冷やしただけで 2回も虫垂

炎を治してくださった大塚先生等、未だに名前を覚

えている」。

「また自分は手術等一度も受けていないが、母親

は 4回も受け、89 才まで長命した。最近は歌舞伎

座から近い聖路加国際病院の日野原重明先生のお世

話になっている」。

「『役者は舞台での往生は本望とよく云うが、自分

はよいとしても残された妻子はどうなるか』と松竹

の永山会長に諭されたことがあった。そして入院し

て舞台を休んだこともあったが、無理をしてはいけ

ない」。

「芸の上で医者の役をやらされたのはたった１回

だけ、有吉佐和子原作の『華岡青州の妻』である。

有楽町の「そごう」の跡の読売ホールにて。新劇の

杉村春子さんと一緒で薬草の名前を覚えたり、和歌

山弁を覚えたりと、とても苦労したが、杉村さんは

セリフの覚えが良く、また何かと心配りが良いのに

敬服した」。

「『長命も芸のうち』というが、これは意味深長で

ある。先輩達から沢山学びとり、体験を聞き、また

受けうりもする。そこで芸達者になるのである」。

「子どもは余り早くから芸を仕込むのは良くない。

『おじぎ』と『正座』くらいを教えておけばよい。

そのうち納得する。外国にはハワイ、アメリカ、イ

ギリス、ドイツ、ロシアに行ったが、『隅田川』は

どこでも大好評であった」。

どうもありがとう存じました。
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猪口邦子大臣に面談する

理事　内潟安子

日本女医会の大きなプロジェクトである女性医師
バンク構想、さらには「女性医師環境整備事業」構
想について、前回は公明党女性国会議員の方々と面
談したことを報告した。この件につきさらに、高木
美智代衆議院議員のお口添えにより、４月 28 日（金

曜日）午後４時半から猪口邦子少子化・男女共同参
画担当内閣府特命大臣との面談がようやく実現し
た。
当日は、橋本前会長、松井ひろみ理事、齋藤加代

子理事、野原理子会員と内潟がこの面談に参加し
た。永田町の内閣府の３階の猪口大臣室に通されて
大臣と会長を囲んで記念撮影を済ませ、すぐ内容に
ついて矢継ぎ早の質問がかわされた。「看護師さん
には女性医師よりも育児環境が整っているのはなぜ
か」、「日本女医会として厚生労働省にこれまでアタ
ックしているのか」「日本女医会はどのようなシス
テムをまずは望んでいるのか」、「欧米では女性医師
の比率が多いと聞いているがどのようになっている
のだろうか」などの質問があった。
「女性医師の潜在的な労働力を活用したいという
気運が持ち上がってきているところであり、この要
望を持ち続けて関係部署に要望し続けることが大事
で、こちらからもアタックする」との大臣のご意見
をいただいた。約 30 分の面談であった。

第27回国際女医会議　ガーナ2007抄録募集

2007 年７月 31 日から８月 4日に、アフリカのガーナで開催される国際女医会議事務局から抄録募集がきております。
本会議のメーンテーマは、『Women in the World of Medicine（医学、医療の世界における女性）』であります。
以下のサブテーマに沿った抄録を募集しています。

抄録の形式について
• 英語で。
• シングルスペースで、Times New Roman 12 フォントサイズで、MSワードを使用。
• タイトルはページのトップ、センター化して配置し、Times New Roman 14 フォントサイズのボールドで抄録を記載。
• 発表者の名前にアンダーラインをする。
• 表や図は、もしあれば、抄録の中に記載。
•  抄録には、タイトル、著者全員の名前、所属、住所、電話番号、ファックス番号、e-mail アドレスを記載のこと。
• 抄録は 300 ワード以内に。もし表や図があれば 200 ワード以内に。
• 抄録の縁取りは上下は 25mm、左右は 20mmあける。
• 口演とポスターのどちらを希望するかを記載すること。

抄録の送付には２通りあります。
•  郵送による抄録締切りは 2007 年１月 31 日です。この場合、オリジナル１通とコピー２通、さらに抄録が入ったフロ
ッピーディスク１つを以下に送付してください。

•  e-mail による送付の締切りは 2007 年 2 月 25 日です。アドレスは carojehu@mwiainghana.com または info@ 
mwiainghana.comです。

ご質問は日本女医会理事兼ナショナルコーディネータの内潟安子まで。
162-8666 新宿区河田町８ー１　東京女子医科大学糖尿病センター　
電話 03-3353-8111（内 27011）／ Fax 03-3358-1941 ／ uchigata@dmc.twmu.ac.jp

１．医療における性の問題̶科学的根拠に基づく医療
　　　糖尿病
　　　心血管系疾患など
２．女性医師とリーダーシップ
　　　キャリアアップの仕方　
　　　政略的志望
　　　ジェンダー主流性
３．多文化的世界における健康
　　　HIV/AIDS
　　　危害の多い伝統的医療
　　　性に基づくバイオレンス

Congress Secretariat for MWIA 2007
P.O. Box  KB248
Accra, GHANA

猪口大臣に女医の労働環境に関する資料を提出する橋本前会長と、面
談に参加したメンバーたち
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前田慶子先生を
偲んで
青森支部　大津幸世

当青森支部長の前田慶子先生が今年の５月 12 日
の夕方ご逝去されました。
昨年の 10 月に感冒に罹患されたのがなかなか治

らず、胸部Ｘ線にて一部気管支に達した肺癌が発見
されたために有明の癌研病院に入院なさって化学療
法を行ないました。幸い順調に癌が縮小しましたの
で３月には一時退院なさいましたが、３月の弘前市
はまだ厳寒で、また感冒に罹患し食欲不振の悪化と
体力の消耗を助長なされてしまいました。
３月末に癌研病院に再入院して５クール目をゆっ
くり開始されていましたが衰弱が激しく、５月 12
日の夕方「少し眠るわ」と言われてそのまま静かに
息をお引き取りになったそうです。
今年５月の日本女医会定時総会に「最後になると

思うから、皆さんにご挨拶したい」と出席のご意思
でしたので、さぞかし残念だったと思われます。
私が前田先生に初めてお目にかかったのは、昭和
56 年に父の具合が悪くなりまして後を継ぐため弘
前に帰った時、父に「弘前市医師会には２人の女傑
がいる。三上ホフ先生と前田慶子先生だ」と教えら
れてご挨拶に伺った時でした。「わあ、お父さんそ
っくりね。楽しくやりましょう。アッハハ」と豪快
な歓迎を受け、暖かな女親分（失礼にも）と思った
ものでした。
その後、前田医院の大忘年会にご招待頂くように

なりましたが、前田先生の魅力のオーラの虜となっ
た教授の方々・医師会の方々・麻雀のお仲間・ご友
人・旦那寺のご住職等々 60 名以上の大人数で、そ
の年に前田医院に貢献した方の表彰あり、歌あり踊
りあり、その上劇（毎年脚本を某先生がお書きにな
り、出席者の中から指名されたにわか役者さん達が
衣装をつけ、台本片手に大汗をかいて、一生懸命に
トチリながら台本とまったくかけ離れたアドリブを
連発して演じるのです）もある盛り沢山な会で、３
年目からは私もスタッフに格上げして頂いて、大騒
ぎをしておりました。
弘前市医師会の忘年会でも福祉厚生委員を中心に

しました芸能部がありまして、私が企画演出を担当
し、前田先生は出演および総監督でした。前田医院
忘年会の席が最終のリハーサルにあたり、「だめ！
やりなおしー」と駄目だしされることもありました
が、ここで少し自信をつけて本番に望むのです。ご
見物の衆と出演者全員がいかに先生の駄目だしを喜
んでいたことか。夕６時から 10 時すぎまでの長丁
場で体力勝負の大忘年会でしたが前田先生は疲れも

みせず、翌日にはいつも通りに仕事をしておられ、
そのタフさには驚愕致しておりました。
もう一つ驚かされたことがあります。先生の異常

なほどの潔癖症です。ドア・イス・エレベーターの
ボタン・懇親会のコップ・マイク等々は必ずティッ
シュペーパーかナプキンでお持ちになり、イスの上
にはご持参のビニールを敷くのです。特別親しい男
性以外は握手も嫌。しかし麻雀は素手でやるという
不思議。このため全ての段取りや事務・家事・渉外
は妹の笶美子さんが一人で行っていらっしゃり、前
田先生のご活躍の陰には笶美子さんの並大抵ではな
い内助の功があるのを知りました。
前田先生は何事も建て前ではなく本音で行動なさ

る方ですが、その発言にはいつも相手を思いやる優
しさがあり、委員会などで激しい応酬になりそうな
雰囲気をサッと持ち前のユーモアで和らげる気配り
は誰も真似の出来ないものでした。
またどのような講演依頼もお断わりになったこと

がなく、いつもノー原稿でしたが、聴衆の皆さんが
大笑いして「元気もらったじゃ」という楽しいもの
でした。
バイタリティも抜群で、30 年前に弘前市医師会

ねぷた同好会を鳴海康安先生とお２人で立ち上げ、
広告のお願い、ゆかたのデザイン、ねぷたの紙貼り
等ご自分達で作りあげました。参加メンバーは医師
会会員の先生方・ご家族・従業員・医師会事務局・
検査センター・准看と高看の看護学院生と教務、薬
の卸プロパーさん等の大人数で、一致団結して３日
間ねぷたを運行するのです。過去には野球解説者で
元巨人軍選手の中畑さん、舞の海さん、宮崎参議院
議員（当時）、坪井栄孝日本医師会長（当時）他の
方々も参加なさり、運行後の直ら会では前田先生の
「みんな、今日はご苦労だった。明日も頑張ろう。
ヤーヤードー」で飲み食べ、一体感でワクワクしな
がら帰路につきます。６年前からは本体ねぷたの他
に馬の人形ねぷたの屋台を作り、前田先生が馬に乗
って運行して医師会ねぷたのシンボルとして人気を
博していらっしゃいました。
今年は 30 周年のため、また、前田先生が運営委

員長をなさるはずでしたのに、残念です。
日本女医会青森支部長には前支部長の三上ホフ先

生が体調をくずされたために平成３年に就任なさい
ました。
前田先生は「今は各科や医師会、学会で十分勉強

する機会があるのだから、この支部会の会合では勉
強よりも日頃の不満や悩み、苦労したこと、子育て
などを気軽におしゃべりしてガス抜きの場にしまし
ょう。また各科の先生がいらっしゃるので専門分野
の相談や患者さんの紹介に関してもお互いを知って
いれば頼みやすいものね」の方針で運営なさいまし
たが、日頃女医としての立場を強いられる皆さんの

追
悼
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大賛成を得て、年々新入会員が増加し、現在は約
100 名の会員数です。支部総会ではゲームや合唱、
ダンス、手踊り等の披露もあり、皆好きなことを言
い合って大笑いしていました。
もう一つの方針は「機会があったら手をあげなさ

い」です。現在でも女医の労働環境は厳しく、仕事
と家庭を両立させるのは男性医師や夫・家族、周囲
の協力なしには出来ることではありません。「女同
士でばかり討論しても進展しないのだから、手をあ
げて男性にもアピールしなくちゃ」。平成 16 年の
日本女医会定時総会を青森支部で開催致しました
時も、他方面に働きかけて男性の参加を促し、女医
会の存在のアピールに努めました。そのかいあって
か、青森県庁はじめ県医師会からの紹介でというア
ポイントが当事務局にくる機会が増えております。
私達会員は次期支部長も前田先生続投をお願い

し、先生も「古参会員と若手会員のかけ橋として、
もう少しだけお手伝いしたい」と快諾して頂いてお
りましたので突然のご逝去に茫然と致しましたが、
先生が築きあげられました支部女医会の功績を受け
継いで更に発展させてまいります。
去る７月 16 日には鳴海康安先生ほか医師会・友

人の９人が発起人となって「偲ぶ会」を 168 名の出
席で開催致しました。ご生前のお写真や日本女医会
定時総会時のビデオを有志が編集して上映し、弘前
市医師会の男性コーラスの合唱とえふり太鼓のねぷ
た囃子の演奏で、ありし日の慶子先生を偲びました
が、日本女医会理事の大坪公子先生が７首の短歌を
お送り下されましたのをご披露致しましたところ、
生前の前田先生をそのままに彷彿させると皆々大喜
びし感謝致しておりました。
前田先生の長いお付き合いで何物にも替えられな

い貴重なことを教えて頂き、「楽しくなくちゃぁね」
とご一緒に楽しませて頂きました。ありがとうござ
いました。
心からご冥福をお祈り致します。

前田慶子先生を悼む 大坪公子

さわやかな五月の風に送られて前田慶子はこの世を去りぬ

女医会の総会の席歯切れよきスーツ姿の先生の発言

女医として地域に生きしひとり身の先生踊る軽やかに踊る

早川律子先生
愛知支部支部長

 小栗貴美子

68 歳。余りにも早いご逝去であった。
名古屋大学医学部皮膚科学講座初の女性入局者で
あられたことをまずは特記したい。
当時の大学分院を足掛りに、特に接触皮膚炎の基

礎と臨床、さらに環境と皮膚との関わりについて、
女性ならではの新奇な着眼点のもと、全力投球され
た。著書・学会・シンポジウム・特別講演など、そ
の業績は群を抜く。平成２年、日本女医会のオーソ
リティー、大原一枝、佐藤千代子両女史のご推挙に
より吉岡弥生賞（医学に貢献した部門）を受賞。平
成 10 年には、産学共同の環境皮膚科学講座教授に
就任。前日本接触皮膚炎学会理事長として、国内外
での信望厚く、教授退官後も皮膚科学界のリーダー
的存在であった。
男女共同参画の先駆けとして、大学病院内保育園
の設置、学童保育へのご自宅の提供など、今ようや
く私どもがとりかかろうとしている諸問題を、40
年も前に着目した慧眼に敬意を表したい。女医会へ
のオピニオンを伺い教えを請おうとしていた矢先、
本年４月 11 日、突如旅立たれてしまった。６月 25
日、松永佳世子藤田保健衛生大学教授（現日本接触
皮膚炎学会理事長）を筆頭に門下生により行われた
「偲ぶ会」では 200 人を超す参加者が偉業とお人柄
を讃えた。
入局２年目、先生の後任として国立名古屋病院に
赴任した際頂いた「養ってほしいのはどんな事例を
生検すべきか見極める目」とのご助言は終生忘れら
れない。 合掌

追
悼

入　　会 永井　豊子 （昭 44 年卒） 宮城
木村　文子 （昭 55 年卒） 埼玉
村上　純子 （昭 54 年卒） 埼玉
金子　禮子 （昭 58 年卒） 栃木
西山　　緑 （昭 58 年卒） 栃木
八木さえ子 （昭 53 年卒） 北
猪狩　和子 （昭 51 年卒） 世田谷
池田美智子 （昭 43 年卒） 中野
江幡　和美 （平  8 年卒） 富山

退　　会 12 名

物　　故 前田　慶子 （昭 23 年卒） 青森
桂島　教子 （昭 24 年卒） 宮城
南里　栄子 （昭 14 年卒） 栃木
堀内智恵子 （昭 14 年卒） 大田
依田　幸子 （昭 16 年卒） 大田
柳沢　信子 （昭 44 年卒） 神奈川
勝呂　悦子 （昭  7 年卒） 静岡
早川　律子 （昭 38 年卒） 愛知
山本　辰子 （昭 25 年卒） 大阪第３
三谷　喜枝 （昭 16 年卒） 兵庫
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NPO「女性医師のキャリア形成・維持・向上を
めざす会」（ejnet）主催  
第２回シンポジウム「急増する女性医師の
未来像～さらなる活躍への支援シス
テム～」のご報告
第2回シンポジウム世話人　ejnet 副代表理事　藤巻わかえ

去る６月４日、東京女子
医科大学弥生記念講堂で、
ejnet 主催の第２回シンポジ
ウムを行いました。日本女医
会、至誠会、東京女子医科大
学からご後援をいただき、本
当にありがとうございまし
た。
１年前の第１回シンポジウ

ム（大阪）では女性医師の厳
しい現状が浮かび上がりまし
たので、今回は「現状から一
歩を踏み出す力」を感じる会
を目指しました。フルートの
優しい調べが流れる会場で、
東京女子医科大学学長の高倉
公朋先生よりご挨拶、日本医
師会女性会員懇談会前委員長

の保坂シゲリ先生より日本医師会からのメッセージ
を頂き、本題に入りました。
まず ejnet 代表理事の滝野敏子が、今年度からス

タートした「女性医師に優しい病院評価事業～すべ
ての医療従事者の両立支援をめざして～」について
説明しました。「女性医師が働きやすい病院は男性
医師や医療従事者にとっても働きやすく、より優秀
な人材を獲得でき、ひいてはより良い医療サービス
の提供ができる」という理念からこの事業を始めま
したが、従来の「患者様にとって良い病院」の評価
ではなく「労働者にとって働きやすい病院」の評価
を行う点で、社会的にも注目されています。次いで、
ejnet 理事の藤川愛が女子医学生や若手女性医師が
抱えている不安についての調査結果を報告しまし

た。基調講演では、次
期国際女医会会長の平
敷淳子先生が「私が歩
んだキャリアアップへ
の道」と題してお話し
くださり、「家庭があ
ったからこそ今の私が
ある」「みなさんの頑
張りをいつでも誰かが
どこかで必ず見ています」のお言葉に、多くの方が
励まされました。パネルディスカッション「女性医
師キャリアアップ支援システム作りの現状と課題」
では、７名のパネリストが登場。子育て中の先生お
二人、管理職の先生お二人、大学教育・厚労省・マス
コミの立場から各お一人、という構成で、各分野から
のご意見をいただきました。中でも、大阪医療セン
ター統括診療部長の山崎麻美先生が院内に立ち上げ
られた「女性医師の勤務環境改善プロジェクト」や、
東京女子医大の川上順子先生が立ち上げられた離職
女性医師対象の「再教育センター」は、心強い取り
組みと思われました。最後に日本女医会前会長の橋
本葉子先生より、「女性医師問題に取り組んでいる
様々な団体の連携が大きな力になる」とのコメント
をいただき、シンポジウムを終了しました。
参加者は 150名、そのうち 20～ 30歳代の方が 60

％と、若い世代が多く参加して下さいました。この
ことは、医学生や若手女性医師が不安や問題を抱え、
その解決の糸口を模索している状況を伺わせます。
今回のシンポジウムでは「問題解決に向けて一歩を
踏み出す力」を示したいと思ったのですが、終了後
のアンケート調査で、「前回よりも具体的な提案や進
歩、意欲が伺えた。これを励みに自分も頑張りたい」
との感想をいただくことができ、私共の意図がそれ
なりに伝わったのではないかと自負しております。
会の様子は NHKテレビ他マスコミでも紹介さ

れ、女性医師の問題が社会的にも急激に認知されて
きていることを示しています。このシンポジウムに
より支援システムの確立が少しでも促進されれば幸
いです。皆様には今後とも ejnet へのご支援を賜り
たく、どうぞよろしくお願いいたします。

●名簿記載項目についてのお伺い

2006 年は日本女医会名簿作成の年になります。従来通り下記の項目の記載を考えておりますが、個人情報保護法の制定に
伴いまして、会員各位のご意向をお伺いします。

ふりがな（ローマ字） 出身校 勤務先 E-Mail

氏名 卒年 勤務先住所 電話　FAX

（旧姓） 専門 自宅住所 電話　FAX

もし名簿に掲載したくない項目がございましたら、9 月 30 日までに事務局に FAX：03-3498-8769　またはメール：
office@jmwa.or.jp にてご連絡ください。
また、訂正箇所のある場合もご連絡ください。ご連絡のない場合には　従来どおりに記載させていただきます。
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〈定時評議員会議事録〉
日　時：平成 18 年５月 20 日（土）
場　所： 京王プラザホテル（東京都新宿

区西新宿 2-2-1）
午前 10 時 00 分開会
司会　澁谷きよみ
社団法人日本女医会総会開催に際し
　評議員数 98 名
　出席数 49 名
　記名委任数 9 名
　白紙委任数  8 名
　以上のとおり日本女医会定款第 27 条の
定足数 21 名に達し、総会が成立する旨の
報告あり、開会を宣す。
会長挨拶 橋本葉子
報告
１．会務および事業報告 石原幸子
　　配布ずみの資料にもとづき報告
２．平成 17 年度特別会計報告
 森川由紀子
　吉岡弥生賞基金会計
　国際女医会議記念事業基金会計
以上について配布ずみの資料にもとづき報
告
3　ナショナルコーディネーター報告
 内潟安子
議長選出 斉藤恵子〔議長、議長席に着席〕
議事録署名人選出
 大竹輝子、中原千恵子
議事
第 1号議案
　1）平成 17 年度一般会計収支計算書案
 船越由美子
　配布ずみの資料にもとづき報告
　原案どおり可決
　2）　剰余金処分案１船越由美子
　次期会計へ繰り越すことを原案どおり可
決
会計監査報告 川田喜代子
　監査の結果適法かつ正確であることを認
める旨の報告、承認される。

第 2号議案 鹿田儀子
　平成 18 年度事業計画案
　　庶務部
　　　会員増加推進
　　　吉岡弥生賞
　　　ブロック別懇談会の開催
　　学術部
　　　研究助成
　　　学術講演研修会を年数回開催
　　事業部
　　　全国公募による公開講演会の援助
　　　 荻野吟子賞、地域功労賞の決定と授

与
　　　地域医療奉仕活動への助成
　　　 社会保険新報社への原稿協力：月刊

「いきいき」に健康記事掲載
　　　講習会等の事業実施
　　　災害、緊急時行動
　　　バザー、親睦活動による事業
　　渉外部
　　　国内各団体との交流
　　　国際交流
　　　他団体との公開講演会の開催
　　　 国連 NGO国内婦人委員会として活

動
　　　 厚生労働省「健やか親子 21 推進協

議会」の協力団体として活動　
　　　女性の他団体との交流
　　　その他
　　広報部 
　　　機関紙の発行　
　　　ホームページの更新と活用
　　子育て支援委員会
　　　平成 18 年度独立行政法人福祉医療
　　　機構の「子育て支援基金」より助成
　　　を受け、「21 世紀の子どものために
　　　 小児救急医療の整備と提言事業」を

展開
　　　 「働く女性のための育児環境整備支

援事業」の継続
　　　 「十代の性と健康　指導者養成講座」

を 1回開催予定
　　長寿社会福祉委員会
　　　 平成 18 年度独立行政法人福祉医療

機構の「長寿社会福祉支援基金」よ
り助成を受け、「たんの吸引を安全
に実施するための教育講習事業」を
展開

　女性医師支援プロジェクト（仮称）
以上原案どおり可決
　疋田房子会員（群馬支部）より、出席者
を増やすためにも講演会に小児科医、産業
医等の点数をつけると良いのではないか、
との意見が出された。

第 3号議案
平成 18 年度一般会計収支予算案
 濱田啓子
　樋渡奈奈子会員（宮城支部）より、渉外
費が前年に比べ 10 万円減で、総会費が 70
万円増となっている。また、会費収入も増
の見込みとなっているので、会員増強のた
めにも若い会員むけに魅力ある会としての
運営をして頂きたい。
　秋葉則子会員（千葉支部）より、会員名
簿発行に際し、各会員に個人情報保護に十
分留意するよう伝えてほしい。
原案どおり可決

第 4号議案 鹿田儀子
　定款細則付記の件
原案どおり可決

第 5号議案
　次期および次々期総会開催地に関する件
 橋本葉子
　次期開催地　神奈川
　次々期開催地　 東京
原案どおり可決　
その他 なし
閉会の辞 加藤竺子
午前 11 時 11 分閉会

（（（理事会議事録）））
日　時： 平成 18 年 3 月 25 日（土）  

午後 2時 30 分
場　所：㈳ 日本女医会会議室
出席者： 橋本、石原、加藤、鹿田、内潟、

大坪、古賀、澤口、澁谷、角田、
中山、濱田、松井、村田、森川、

山﨑（ト）、山崎（康）、山本（纊）、
山本（蒔）　 　（以上 19 名）

欠席者： 斎藤、船越、平敷、川田、橋川　（以
上 5名）

議　題
１． 定時評議員会、定時総会の件（選挙も
含む）

２． 平成 18 年度事業計画案および予算案
の件

３．その他
　理事会に先立ち株式会社メディカル・プ
リンシプル社、松本氏より「眠らせないで！
『医師免許証』プロジェクト（仮称）」　に
ついての説明があった。

2月理事会議事録を承認

報告事項
１．庶務報告 古賀理事
　別紙どおり報告、承認される　　　　　
２．会計報告 濱田理事
　平成 18 年 2 月分収支別紙どおり報告、
承認される
３．【渉外部より】 松井理事
　「第 5回健やか親子 21 推進協議会総会」
及び内閣府男女共同参画局主催「男女共同
参画推進連携会議第 21 回全体会議」に出
席の報告
　　【広報部】 山崎（康）理事
会誌 186 号の原稿もほぼ集まり、4月末に
発行の予定

協議事項
１． 定時評議員会、定時総会の件（選挙も
含む）

　議題と報告事項と発表者を決定する。
　会計： 評議員会・総会とも特別会計 =

森川、決算=船越、予算=濱田
　庶務： 評議員司会 =澁谷、総会司会 =

角田
　副会長 評議員会： 事業報告 =石原、事

業計画 =鹿田、閉会
の辞=加藤

　副会長 総会： 事業報告 =石原、事業計
画=加藤、閉会の辞=石原。

　・選挙について
　 　今年度総会で承認された「役員任期に
関する定款施行規定改正」について、付
記に明記されていなかった施行年月日と
連続任期を過去へ遡及するか否か検討し
たが結論はでず、来月理事会で再検討す
る。
　　今年も立候補は定員内で選挙は無い。
２ ．平成 18 年度事業計画案および予算案
の件
　 ・各部の計画案を発表する。より効率の
良い事業運営を検討。
　 加藤副会長よりブロック別懇談会及び学
術講演会を会員増強の一助になるような
方法で開催してはとの意見が出された。
種々な学術講演会が開催されているので、
「日本女医会」独自の講演会を計画しては
との意見も出された。
・ 独立行政法人福祉医療機構「子育て支
援基金」へ申請した「21 世紀の子どもの
ために小児救急医療の整備と提言」と「長
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寿社会福祉基金」へ申請した「たんの吸引
を安全に実施するための教育講習事業」の
内定の連絡があった。それぞれ新しく「子
育て支援委員会」、「長寿社会福祉支援委員
会」を立ち上げる。
又、本日説明のあったＭＰ社の提案のプロ
ジェクトチームを新設し、準備委員として、
橋本会長、加藤副会長、山本（纊）理事に委 
託。
３．その他　なし

以上

日　時： 平成 18 年４月 22 日（土）  
午後３時 00 分

場　所：㈳ 日本女医会会議室
出席者： 橋本、石原、加藤、鹿田、古賀、

澤口、角田、平敷、船越、松井、
森川、山﨑（ト）、山本（蒔）、橋
川 （以上 14 名）

欠席者： 内潟、大坪、斎藤、澁谷、中山、
濱田、村田、山崎（康）、山本（纊）、
川田 （以上 10 名）

議　題
１．役員任期の件（資料 1）
２．定時評議員会、定時総会の件（資料 2）
３．本部口の決算・予算の件  
４．その他（資料 3）
　　・会員増強対策の一思考

3月理事会議事録を承認

報告事項
１．庶務報告 角田理事
　 別紙どおり報告、承認される　　　　

２．会計報告 船越理事
　平成 18 年 3 月分収支別紙どおり報告、
承認される
・滞納退会者について
　 理事と同一支部での滞納退会者について
は各々で連絡し復会を勧める。
　 ただし、復会時は多年度の滞納分は単年
度のみでも可とする。
・特別渉外費について
　 使用された内容がはっきり分かるように
明記し、会長、副会長及び会計で検討し
てから歳出する。
３．各部報告
　【広報部】 山本（蒔）理事
　会誌 186 号の広報部会を 4月 13 日に開
催。4月 26 日に発行予定
協議事項
１．役員任期の件
　 先月理事会で検討の「役員任期を過去へ
遡及するか否か」を討議する。
　 山本（纊）理事より提出された意見「段階
的に理事任期を決定する」を検討するが、
段階的にやる事は大変困難で不可能であ
るという結論に達する。
　 付記は「役員任期については施行日以前
に遡って適応する」に決定。
　 総会で議題として提出、「付記と施行日」
の 2点で総会の承認を受ける。
２．定時評議員会、定時総会の件
　・ 第 4 号議案として「定款細則付記の件」
を追加する。鹿田副会長が担当。

　・ 現在の所、申込者は評議員会 35 名、
総会が 68 名、懇親会が 63 名。

　 評議員の出席が少ないので、代理出席の
依頼状の作成を検討する。現在でも欠席

の場合には必ず予備評議員の出席を依頼
しているが、もっと出席率の良い効果的
な方法を評議員会で検討する事に決定。
鹿田副会長が担当。
　・ 総会の際、宝石商 2社より出店の希望、
許可する。

３．本部口の決算・予算の件
　・ 森川理事より今年度予算「特定預金取
崩し収入、300 万円」の説明があった。
今年度は名簿作成があり、毎年積み立
てている「名簿引当預金」を取り崩し
収入として計上する。

　・ 役員改選が 2年毎となるが、会員名簿
発行は個人情報守秘義務もあり、どの
ような形にするか今後検討する。

４．その他
　・会員増強対策の一思考
　 加藤副会長より「会員減少に危機感を抱
いて何度も討議されているが、一向に変
化がない。今こそ皆で行動しなくてはい
けない」との提案があった。東京の講師
による講演会を地方で補助金を出し開催
してもらう、産業医の単位取得を可能に
する、近郊支部の協力によりブロック別
懇談会の開催、等の意見が出された。
　 新役員への「申し送り」事項として、今
後も検討する。また「議題 2」でも検討
されたが、今年度の評議員会でも諮る。
　・依頼と問い合わせ
　　 「性と健康を考える女性専門家の会」
より総会シンポジウム後援の依頼があ
り、承認。

　・ 今期限りで辞任する役員の挨拶があっ
た。

以上
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編集後記
6 月に新役員の出席を得て、小田会長のもと、新しい事業にも着手、これか

らとの意気込みも頼もしく感じられました。一方、世間では子が親を、親が子

を手にかける、いたましい事件が続き暗然とするこの頃、長野県をふくむ 8県

にわたり、豪雨による大被害の報道に本当に悲しい気持ちで一杯です。今年は

大雪による農作物や人身の事故で寒冷地帯の方々はずいぶん辛い思いをなさっ

ているのにこの豪雨とは。心からお見舞い申し上げます。子供の救急医療に、

在宅での吸たんお手伝いにこれからの女医会の新事業を見守っていただくとと

もに会員諸姉のお力添えをお願いしてゆきたいと願っております。 山崎康子

日本女医会吉岡弥生賞
推せんについて
平成18年「日本女医会吉岡

弥生賞」受賞の適格者を、本会

理事または支部長宛にご推せん

くださるようお願いします。

締め切り期日は、平成 18

年12月 25日までに願います。

なお、次の書類を添えて、ご

推せんをお願いします。

1. 自筆履歴書

2. 業績

イ）医学に貢献した現会員。

ロ）社会に貢献した現会員。

3. 推せん理由

日本女医会荻野吟子賞
推せんについて
平成 18 年「日本女医会荻野

吟子賞」受賞の適格者を、本

会理事または支部長宛にご推

せんくださるようお願いしま

す。会員・非会員を問いませ

ん。おもに地域医療に貢献さ

れた方を対象としています。

締め切り期日は、平成 18

年 12 月 25 日、候補者の経歴、

業績と推せんの理由を記載

し、推せん者の氏名、捺印を

もって提出してください。

地域医療奉仕活動
に対する助成のご案内

平成 18 年「地域医療奉仕

活動」に対し助成を致します

のでご案内申しあげます。

各地域において医療、公衆

衛生等の奉仕活動を行ってい

る日本女医会会員を主体とす

るグループを対象と致しま

す。応募の締め切りは、平成

18 年 12 月 25 日、申請書は事

務局にありますのでお問い合

わせください。

（社）日本女医会　事業部

会員の学術研究に対し助成
事業を行っております。希望
者がありましたら、応募要項
にしたがって、事務局あて申
請くださるようお願いいたし
ます。

1. 助成の趣旨
医学分野の発展向上を図
り、後進の研究助成を目的と
する。

2. 助成金額
1件 30 ～ 50 万円（3件）

3. 申込手続
⑴応募資格
入会継続 3年以上経過した

日本女医会会員で個人、また
はグループ（ただし、グルー
プ研究においては会員が研究
推進の中心的役割をになうも
のであること）
⑵助成期間
1 年を原則とする。同一人

が重ねて申請する場合は、3
年以上の間隔を置く。
⑶応募方法
本会所定の用紙に、黒イン

キまたはワープロで記入。
1 通を提出（用紙は事務局へ
請求のこと）
⑷締切期日
平成 18 年 12 月 25 日必着

⑸選考および発表方法
選考委員会において選考の

上、平成 19 年 2 月開催の日
本女医会理事会において決定
し、申請者宛通知する。
⑹助成金の贈呈
平成 19 年 5 月開催の日本

女医会総会の席上。
⑺受賞者の本会に対する義務
平成 20 年 3 月末日までに

研究経過報告（B5 原稿用紙 3
枚）と助成金使途についての
簡単な収支報告を提出するこ
と。
⑻送り先
　財団法人／日本女医会　
〒 150-0002
東京都渋谷区渋谷 2-8-7
☎ 03-3498-0571

第27回 学術研究助成のご案内
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